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現在の虫掛駅。左側
線路は桜並木のサイ
クリングロードに，
右側線路は藤棚にな
っています（平成 25
年 3月 26日撮影） 

← 
虫掛駅で列車交換する臨時列車「土浦一高歩く会」号
（1985 年 11 月 12 日）。６輌連結で，先頭車と最後
尾車に取り付けられたヘッドマークがひときわ輝いて
いました（長津博樹氏（高 38回卒）『常陸野鉄道写真館』）
より転載。以下、筑波線車両写真は同館よりすべて転載） 
 

常磐線内はＥＦ80 やＥＦ81 が牽引し，筑
波線内は筑波鉄道の DD501 が牽引する上
野発の直通臨時列車「筑波号」。ヘッドマー
クは「つくば」。最後の雄姿となった１９84
（昭和 59）11 月 11 日の筑波駅 

常陸北条駅に到着した
臨時列車「土浦一高歩く
会」号（1984｡11.12）
（上）。ヘッドマークは
本校鉄道愛好クラブ（鉄
道研究部の前身）の長津
博樹氏の力作（左） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

筑
波
鉄
道 

1979
（
昭
和
54
）
年
～ 

 

筑
波
線
は
、
1979
（
昭
和
54
）
年
、
関
東
鉄
道

の
分
社
化
に
よ
り
、
筑
波
鉄
道
と
し
て
再
出
発

し
、
様
々
な
合
理
化
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
経
営
は
好
転
せ
ず
、
1984
（
昭
和
59
）

年
に
は
、
と
う
と
う
沿
線
自
治
体
に
事
業
廃
止

を
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

土
浦
一
高
生
た
ち
、
こ
う
し
た
筑
波
鉄
道
の

窮
状
を
少
し
で
も
助
け
よ
う
と
し
た
の
か
、
1979

年
以
降
、
歩
く
会
で
の
筑
波
線
利
用
が
目
立
っ

て
き
ま
す
。
1979
（
昭
和
54
）
年
（
北
条
～
不
動

峠
～
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ン
～
青
年
の
家
～
学
校
）
、

1981
（
昭
和
56
）
年
（
北
条
～
不
動
峠
～
辻
～
青

年
の
家
～
学
校
）
、
1984
（
昭
和
59
）
年
（
筑
波

東
中
～
北
条
大
池
～
不
動
峠
～
パ
ー
プ
ル
ラ
イ

ン
～
青
年
の
家
～
学
校
）
、
1985
（
昭
和
60
）
年

（
筑
波
東
中
～
太
田
橋
～
東
大
通
り
～
筑
波
大

グ
ラ
ン
ド
～
栄
小
～
桜
川
堤
防
～
学
校
）
と
、

廃
止
ま
で
の
８
年
間
の
間
に
、
４
回
も
利
用
し

て
い
ま
す
。 

 

1984
（
昭
和
59
）
年
の
歩
く
会
に
つ
い
て
は
、

長
津
博
樹
氏
（
高
38
回
卒
、
当
時
２
年
生
、
鉄

道
愛
好
ク
ラ
ブ
員
）
が
、
ご
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
『
常
陸
野
鉄
道
写
真
館
』
の
な
か
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

「
1984
年
11
月
12
日
、
茨
城
県
立
土
浦
第
一
高

等
学
校
の
恒
例
行
事
で
あ
る
『
歩
く
会
』
に
参
加
す

る
生
徒
輸
送
の
た
め
、
土
浦
―
常
陸
北
条
間
で
団

体
臨
時
列
車
（
復
路
は
回
送
）
が
運
行
さ
れ
た
。
編

成
は
岩
瀬
方
か
ら
キ
ハ
505+

キ
ハ
811+

キ
ク
ハ
11+

キ

ハ
511+

キ
ハ
762+

キ
ハ
812
の
６
連
で
、
前
後
に
は
同
高

の
鉄
道
愛
好
ク
ラ
ブ
が
作
成
し
た
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
取

り
付
け
ら
れ
た
。 

 

当
時
、
私
は
同
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
滅
多
に
見

ら
れ
な
い
６
両
編
成
に
記
念
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
付
け

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
筑
波
鉄
道
本
社
と
の
打

ち
合
わ
せ
や
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
の
製
作
を
担
当
し
た
。
私

に
と
って
も
高
校
時
代
の
良
き
思
い
出
と
な
っ
た
。
本

画
像
ア
ッ
プ
に
あ
た
り
、
学
校
内
の
許
可
な
ど
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
同
ク
ラ
ブ
顧
問
の
吉
沢
先
生
な
ら

び
に
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
取
付
に
関
し
て
快
諾
の
う
え
ご
協

力
い
た
だ
い
た
筑
波
鉄
道
関
係
者
の
方
々
に
あ
ら

た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
」 

            
 

こ
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
愛

好
ク
ラ
ブ
（
1973
年
に
必
修
ク
ラ
ブ
の
鉄
道
愛
好

ク
ラ
ブ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
1985
年
に
鉄
道
同
好

会
、
1989
年
に
鉄
道
研
究
部
に
昇
格
）
内
で
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
取
り
付
け
の
提
案
が
な
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
顧
問
の
吉
澤
中
正

先
生
に
筑
波
鉄
道
に
打
診
を
し
て
い
た
だ
い
た

後
に
、
長
津
氏
は
じ
め
、
２
年
生
の
ク
ラ
ブ
員

が
真
鍋
機
関
区
を
訪
れ
、
詳
細
を
協
議
の
う
え
、

取
り
付
け
の
許
可
を
も
ら
い
、
製
作
し
た
も
の

で
す
。
長
津
氏
は
近
所
の
看
板
屋
さ
ん
に
ベ
ー

ス
と
な
る
丸
い
ベ
ニ
ヤ
板
を
切
り
だ
し
て
も
ら

い
、
旧
本
館
で
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
上
げ
た
そ
う

で
す
。
後
日
、
真
鍋
機
関
区
に
持
ち
込
み
、
筑

波
鉄
道
に
あ
る
既
存
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
に
貼
り

付
け
、
キ
ハ
505
と
キ
ハ
812
に
取
り
付
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

 

臨
時
列
車
「
歩
く
会
」
号
は
、
真
壁
発
土
浦

行
の
普
通
列
車
に
、
真
鍋
機
関
区
で
土
浦
方
に

５
両
の
回
送
車
輌
を
増
結
し
、
土
浦
ま
で
６
両

で
運
行
。
土
浦
駅
（
８
時
30
分
発
）
か
ら
生
徒

を
乗
せ
て
、
常
陸
北
条
駅
（
ダ
イ
ヤ
よ
り
10
分

遅
れ
の
９
時
10
分
着
）
ま
で
快
速
運
転
、
途
中

停
車
駅
は
新
土
浦
駅
だ
け
で
、
常
陸
北
条
に
到

着
後
、
た
だ
ち
に
真
鍋
機
関
区
に
回
送
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
年
の
歩
く
会
の
前
日
、
11
月
11
日
（
日
）

に
は
、
上
野
か
ら
筑
波
へ
の
直
通
臨
時
列
車
「
筑

波
号
」
が
運
転
さ
れ
て
い
ま
す
（
上
野
発
8:43
～

筑
波
着
10:47
、
筑
波
発
15:10
～
上
野
着
17:50
）
。
12
系

客
車
６
連
で
、
全
車
自
由
席
の
た
め
普
通
乗
車

券
だ
け
で
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長

津
氏
は
こ
の
「
筑
波
号
」
に
も
乗
車
し
て
お
り
、

「
1984
年
11
月
11
日
、
こ
の
『
筑
波
号
』
に
土
浦
か

ら
筑
波
ま
で
乗
車
し
た
。
当
日
は
曇
天
だ
っ
た
せ
い

も
あ
り
、
乗
車
率
は
非
常
に
悪
く
、
今
後
運
転
さ

れ
る
の
か
心
配
し
て
い
た
ら
、
案
の
定
、
翌
年
か
ら
は

『
筑
波
号
』
が
設
定
さ
れ
な
く
な
り
、
1987
年
に
は
筑

波
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
日
が
『
筑
波
号
』

最
後
の
運
転
に
な
って
し
ま
った
。
」
と
述
べ
て
い
ま

す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
常
陸
野
鉄
道
写
真
館
』
）
。 

 
 

         

  

翌
1985
年
に
は
、
筑
波
鉄
道
の
廃
止
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
「
歩
く
会
実
施
に

あ
た
っ
て
の
（
コ
ー
ス
決
定
の
た
め
の
）
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
は
、
筑
波
鉄
道
利
用
の
筑
波Ⅰ

コ

ー
ス
の
特
色
と
し
て
「
有
力
な
情
報
筋
に
よ
る

と
、
（
筑
波
線
は
）
12
月
ま
で
の
命
ら
し
い
。
（
こ
の
コ

ー
ス
は
）
筑
波
鉄
道
を
利
用
し
ま
す
。
幻
の
６
両
編

成
で
最
後
を
飾
って
あ
げ
よ
う
で
は
な
い
か
！
」
と

の
筑
波
線
へ
の
せ
つ
な
い
思
い
が
綴
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
思
い
が
全
校
生
徒
に
通
じ
た
の
か
、

第５６号 

筑波線（下）  

旧制土浦中学生たちは，毎年「春の筑波登山」の帰途に筑波線を利用

してきましたが，土浦一高生たちは，「秋の歩く会」で，出発地までの

輸送手段として，筑波線に何度かお世話になってきました。今号は，「歩

く会」での一高生と筑波線の関わりを紐解いてみます。 

平成２５年４月１６日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 



 

 

坂田付近を快走する「土
浦一高歩く会」号。窓を
開け，自然の風を満喫し
ている生徒が見えます
（1985｡11.12）（上）。
このときに作製された
「ヘッドマーク」（左） 

気
動
車
車
輌
記
号 

キ 

：
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
動
力
と
す 

 
 
 

る
車
両
（
運
転
室
の
有
無
は
区
別
し
な
い
） 

キ
ク
：
エ
ン
ジ
ン
は
な
い
が
運
転
室
が
つ
い 

 
 
 

て
い
る
車
両 

ハ 

：
普
通
座
席
車
、
厳
密
に
は
普
通
車
。 

 
 

 

普
通
寝
台
車
は
「
ハ
ネ
」
。
お
お
も 

 
 
 

と
は
「
イ
」
が
一
等
車
、
「
ロ
」
が 

 
 
 

二
等
車
、
「
ハ
」
が
三
等
車
で
し
た
。 

江
若
鉄
道
（
こ
う
じ
ゃ
く
て
つ
ど
う
） 

 

琵
琶
湖
西
岸
に
沿
っ
て
滋
賀
県
大
津
市
の
浜
大 

津
駅
～
膳
所
間
2.2
㎞
、
浜
大
津
～
近
江
今
津
間 

51.0
㎞
を
結
ん
で
い
た
鉄
道
路
線
。
当
初
は
「
近
江
」 

と
「
若
狭
」
を
結
ぶ
路
線
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い 

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
1974
（
昭
和
49
）
年
、
Ｊ
Ｒ 

湖
西
線
山
科
駅
～
近
江
塩
津
駅
間(

74.1
㎞)

が
開 

業
、
北
陸
本
線
と
結
ば
れ
る
こ
と
で
よ
う
ゃ
く
実 

現
し
ま
し
た
。 

雄
別
鉄
道 

 

北
海
道
釧
路
市
釧
路
駅
か
ら
釧
路
市
阿
寒
町
の 

雄
別
炭
山
駅
ま
で
を
結
ん
で
い
た
鉄
道
路
線
（
雄 

別
本
線
）
な
ど
を
運
営
し
て
い
た
炭
鉱
鉄
道
会 

社
。
雄
別
本
線
を
は
じ
め
、
鶴
野
線
・
埠
頭
線
・ 

新
釧
路
構
外
側
線
を
所
有
・
運
営
し
て
い
ま
し 

た
。
す
べ
て
軌
間
1067
㎜
、
全
線
単
線
・
非
電
化 

路
線
で
し
た
。
ま
た
雄
別
炭
礦
直
営
の
尺
別
鉄
道 

線
（
尺
別
～
尺
別
炭
山
間
）
も
石
炭
輸
送
・
沿 

線
住
民
の
輸
送
に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
尺
別 

炭
鉱
の
閉
山
に
伴
い
、
同
じ
く
1970
年
に
廃
止
さ
れ 

ま
し
た
。 

本校に保存され
ている「土浦駅」
駅名板（右）。廃
車後に真鍋機関
区に留置されて
いたキハ４６１
（左下）。この車
両はその後に旧
国鉄色に塗り替
えられ，つくば
市に展示されて
いました（右下） 

 

２
年
連
続
で
の
筑
波
線
利
用
が
実
現
し
ま
し
た

（
ち
な
み
に
土
浦
～
北
条
間
の
団
体
旅
客
運
賃

は
35
万
円
余
で
、
生
徒
一
人
あ
た
り
約
350
円
で

し
た
）
。
11
月
12
日
（
火
）
の
「
歩
く
会
」
当

日
（
11
月
13
日
が
茨
城
県
民
の
日
で
学
校
は
休

み
の
た
め
、
歩
く
会
は
11
月
12
日
が
恒
例
で
し

た
）
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
６
輌
編
成
（
岩
瀬
方

か
ら
キ
ハ
504+

キ
ハ
812+
キ
ハ
761+

キ
ク
ハ
11+

キ
ハ
511+

キ
ハ
505
）
が
幻
か
ら
現
実
の
も
の
と

な
り
、
８
時
す
ぎ
に
土
浦
駅
に
入
線
。
ホ
ー
ム

長
の
関
係
で
土
浦
駅
で
は
後
ろ
４
両
に
乗
車
。

土
浦
駅
を
８
時
22
分
に
発
車
し
、
ほ
ど
な
く
新

土
浦
駅
に
到
着
。
こ
こ
で
は
前
２
両
に
乗
車
し
、

８
時
32
分
発
。
満
員
の
土
浦
一
高
生
を
乗
せ
た

臨
時
列
車
「
歩
く
会
」
号
が
常
陸
北
条
駅
（
８

時
56
分
着
）
ま
で
の
筑
波
路
を
快
走
し
ま
し
た
。 

前
年
同
様
、
前
後
の
車
輌
（
キ
ハ
504
・
キ
ハ

505
）
に
は
、
鉄
道
愛
好
ク
ラ
ブ
製
作
の
「
歩
く

会
」
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

キ
ハ
504
、
キ
ハ
505
は
、
常
総
筑
波
鉄
道
（
当
時
）

が
発
注
し
、
1959
（
昭
和
34
）
年
に
日
本
車
輌
製

造
東
京
支
店
で
新
製
さ
れ
た
車
輌
で
す
。
キ
ハ

504
、
キ
ハ
505
を
前
後
に
配
し
、
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

で
飾
っ
た
の
は
、
筑
波
鉄
道
社
員
の
車
両
た
ち

（
と
く
に
自
社
発
注
車
）
へ
の
最
後
の
餞
で
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
（
鉄
道
愛
好
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

久
保
田
高
広
氏
（
高
33
回
卒
）
に
よ
れ
ば
、
キ 

             

ハ
504
、
505
に
は
、
正
面
中
央
に
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

を
掛
け
る
金
具
が
あ
る
の
で
、
筑
波
鉄
道
の
配

慮
で
編
成
の
両
端
に
配
し
、
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を

取
り
付
け
た
と
思
わ
れ
る
と
の
こ
と
）
。
前
述

の
長
津
氏
は
、
吉
澤
先
生
の
車
に
乗
車
し
、
沿

線
各
所
で
「
歩
く
会
」
号
を
待
ち
受
け
、
最
後

の
晴
れ
姿
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
い
ま
す
（
こ

の
時
の
写
真
も
『
常
陸
野
鉄
道
写
真
館
』
に
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
）
。 

そ
の
後
、
沿
線
自
治
体
が
、
1985
（
昭
和
60
）

年
10
月
１
日
か
ら
の
一
年
間
、
回
数
券
３
割
補

助
な
ど
の
助
成
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
12
月
ま

で
の
命
は
と
り
と
め
ま
し
た
が
、
乗
客
は
増
加

せ
ず
、
1987
（
昭
和
62
）
年
３
月
31
日
の
運
行
を

最
後
に
、
翌
４
月
１
日
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

奇
し
く
も
、
国
鉄
分
割
民
営
化
と
同
じ
日
で
し

た
。 現

在
筑
波
線
の
廃
線
跡
は
、
ほ
ぼ
全
線
が
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
つ
く
ば
リ
ン
リ
ン
ロ
ー

ド
・
岩
瀬
土
浦
自
転
車
道
）
と
な
っ
て
お
り
、

新
土
浦
駅
や
虫
掛
駅
な
ど
、
駅
の
ホ
ー
ム
跡
が

わ
ず
か
に
筑
波
線
の
名
残
を
伝
え
て
い
ま
す
。

車
輌
で
は
1985
年
（
昭
和
60
）
年
に
廃
車
と
な
っ

た
キ
ハ
461
（
鉄
道
省
キ
ハ
41000
形
式
気
動
車
、
国

鉄
で
廃
車
後
、
遠
州
鉄
道
、
北
陸
鉄
道
を
経
て
、

関
東
鉄
道
筑
波
線
に
や
っ
て
き
ま
し
た
）
が
愛

好
家
に
よ
っ
て
、
つ
く
ば
市
さ
く
ら
交
通
公
園

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
初
（
1933
年

製
造
）
の
本
格
的
な
大
型
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
で
あ

り
（
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
は
出
力
が
小
さ
い
こ
と
と
、

火
災
の
懸
念
に
よ
り
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に

移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
キ
ハ
461
も
製
造
時
は

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
し
た
が
、
そ
の
後
デ
ィ

ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
換
装
さ
れ
て
い
ま
す
）
、

数
少
な
い
貴
重
な
車
輌
と
し
て
、
現
在
は
大
宮

の
鉄
道
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
鉄
土
浦
駅
の
駅
名
板
が
本
校
弓
道

場
裏
に
保
存
（
？
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

土
浦
駅
ビ
ル
新
築
の
際
に
、
土
浦
駅
ホ
ー
ム
の

改
築
も
行
わ
れ
、
不
要
と
な
っ
た
駅
名
板
を
、

当
時
鉄
道
愛
好
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
員
で
あ
っ
た

秋
田
秀
樹
氏
（
高
39
回
卒
・
ラ
グ
ビ
ー
部
で
も

巨
漢
Ｆ
Ｗ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
）
が
譲

り
受
け
、
リ
ヤ
カ
ー
に
載
せ
て
運
ん
で
き
た
も

の
で
す
。 

     
 

 
 

 
 

      

     

1984
・
1985
「
歩
く
会
」
号 

編
成
車
輌
の
履
歴
書 

 

 

キ
ハ
504
・
キ
ハ
505
（
キ
ハ
504
型
） 

 
1959
（
昭
和
34
）
年
、
日
本
車
輌
製
造
東
京
支 

店
で
新
製
さ
れ
た
片
側
片
開
き
２
ド
ア
、
両
運

転
台
の
18
ｍ
級
気
動
車
で
セ
ミ
ク
ロ
ス
シ
ー

ト
、
空
気
バ
ネ
台
車
。
常
総
筑
波
鉄
道
（
当
時
）

発
注
車
。 

 

キ
ハ
761
・
キ
ハ
762
（
キ
ハ
760
型
） 

1957
（
昭
和
32
）
年
、
雄
別
鉄
道
の
新
製
車
。 

1970
（
昭
和
45
）
年
、
雄
別
鉄
道
の
廃
止
に
よ
り

譲
り
受
け
る
。 

 

キ
ハ
811
・
キ
ハ
812
（
キ
ハ
810
型
） 

 

1962
（
昭
和
37
）
年
、
雄
別
鉄
道
の
新
製
車
。 

寒
冷
地
仕
様
の
た
め
に
、
側
面
の
窓
が
小
さ 

い
。
1970
（
昭
和
45
）
年
、
雄
別
鉄
道
の
廃
止
に

よ
り
譲
り
受
け
る
。 

           
 キ

ハ
511
（
キ
ハ
510
型
） 

 
 

1963
（
昭
和
38
）
年
、
江
若
鉄
道
の
新
製
車
。 

1970
年
、
江
若
鉄
道
の
廃
止
（
1969
年
）
に
よ
り
譲

り
受
け
る
。 

         
 キ

ク
ハ
11
（
キ
ク
ハ
10
型
） 

 

1957
（
昭
和
32
）
年
、
常
総
筑
波
鉄
道
（
当
時
）

が
エ
ン
ジ
ン
、
運
転
台
の
な
い
付
随
車
と
し
て

新
製
。
1960
（
昭
和
35
）
年
、
エ
ン
ジ
ン
搭
載
、

運
転
台
新
設
。
1970
（
昭
和
45
）
年
、
運
転
台
を

残
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
降
ろ
し
、
制
御
車
と
な
る
。

新
製
当
初
は
常
総
線
に
在
籍
し
て
い
た
が
、
1978

（
昭
和
53
）
年
に
筑
波
線
へ
転
籍
さ
れ
た
。
筑

波
鉄
道
の
晩
年
は
、
ほ
と
ん
ど
活
躍
の
場
が
な

く
廃
車
同
然
で
し
た
。
（
高
21
回
卒 

松
井
泰
寿
） 

 
 

 



 

 

→ 
→ 

進修同窓会創立 25
周年記念事業とし
て，昭和 38 年に建
設された旧本館玄
関前の「校歌碑」 

← 
明治 45（１９12）３月卒業生（中 11 回卒）
の記念写真。前より 3 列目・右側より 5 人目が，
本校校歌を作詞した堀越晋先輩。右上の写真は堀
越先輩を拡大したもの。（『進修』16号より転載） 
 

関八州の重鎮として威
風堂々とそそり立つ筑
波山（上）。筑波山系か
ら俯瞰し，写真右上に
見える霞ヶ浦（右） 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

焦
点
距
離 

 

同
窓
会
を
開
く
た
び
に
、
校
歌
の
こ
と
が
話

題
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
大
学
、
そ
れ
ぞ
れ

の
校
歌
の
な
か
で
、
私
た
ち
の
誰
も
が
一
番
良

い
と
認
め
て
い
る
の
が
、
「
土
浦
一
高
（
土
浦

中
学
）
校
歌
」
。
「
沃
野
一
望
」
が
一
番
馴
染

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
著
名
な
詩
人

や
作
曲
家
の
手
に
よ
る
校
歌
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
「
♪
沃
野
一
望
…
」
だ
と
言
う
の
で
す
。

一
中
学
生
の
作
詞
、
一
教
師
の
作
曲
・
補
筆
の

校
歌
が
何
故
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
印
象
深
い
の
で

し
ょ
う
か
。 

 
神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
内
田
樹
氏
（
専

門
は
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
、
映
画
論
、
武
道
論

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
）
は
『
街
場
の

文
体
論
』
（
ミ
シ
マ
社
）
の
中
で
、 

「
一
流
の
作
家
は
例
外
な
し
に
説
明
が
う
ま

い
。
橋
本
治
さ
ん
は
説
明
が
う
ま
い
。
三
島
由

紀
夫
も
う
ま
い
。
村
上
春
樹
も
う
ま
い
。
『
説

明
の
う
ま
い
作
家
』
と
い
う
と
と
っ
さ
に
こ
の

３
人
の
名
前
が
浮
か
ぶ
く
ら
い
で
す
か
ら
、
説

明
と
い
う
能
力
が
作
家
的
才
能
の
本
質
的
な
と

こ
ろ
に
か
か
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
に

も
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。 

 

説
明
が
う
ま
い
人
っ
て
、
友
だ
ち
の
中
に
も

い
る
で
し
ょ
う
。
も
の
ご
と
の
本
質
を
お
お
づ

か
み
に
と
ら
え
て
、
核
心
的
な
と
こ
ろ
を
つ
か

み
だ
し
て
、
そ
れ
を
適
切
な
言
葉
で
ぴ
し
り
と

言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ど
う
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

技
術
的
な
言
い
方
を
す
る
と
、
焦
点
距
離
の
調

整
が
自
在
だ
か
ら
な
ん
で
す
。
は
る
か
遠
い
視

点
か
ら
航
空
写
真
で
見
お
ろ
す
よ
う
な
し
か
た

で
対
象
を
見
た
か
と
思
う
と
、
い
き
な
り
皮
膚

の
で
こ
ぼ
こ
を
拡
大
鏡
で
の
ぞ
く
よ
う
に
近
づ 

              

く
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
同
氏
は
、
一
例
と
し
て
橋
本
治
『
バ

ベ
ル
の
塔
』
の
一
文
を
あ
げ
、
「
こ
の
文
章
を

読
ん
だ
だ
け
で
は
、
『
橋
本
さ
ん
は
説
明
が
う

ま
い
』
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
皆
さ
ん
に
は
ま

だ
ぴ
ん
と
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ

ど
、
物
語
る
と
き
の
焦
点
距
離
の
移
動
が
恐
ろ

し
く
速
い
と
い
う
こ
と
は
お
わ
か
り
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
」
と
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三

島
由
紀
夫
の
『
豊
饒
の
海
』
の
第
３
部
『
暁
の

寺
』
、
村
上
春
樹
の
『
１
Ｑ
８
４
』
を
例
に
あ

げ
て
、
「
説
明
の
う
ま
い
作
家
に
共
通
す
る
の

は
、
遠
く
か
ら
、
巨
視
的
・
一
望
俯
瞰
的
に
見

た
か
と
思
う
と
、
一
気
に
微
視
的
に
、
顕
微
鏡

的
な
距
離
に
ま
で
カ
メ
ラ
・
ア
イ
が
接
近
す
る
、

こ
の
焦
点
距
離
の
行
き
来
の
自
在
さ
で
す
」
と
、

く
り
返
し
述
べ
て
い
ま
す
。 

 
 

一
望
俯
瞰
、
眼
前
、
心
の
内
、
未
来
へ 

「
沃
野
一
望
」
の
校
歌
、
こ
の
焦
点
距
離
の
調

整
と
い
う
視
点
で
味
わ
っ
て
み
る
と
、
内
田
氏

が
挙
げ
た
３
人
の
作
家
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
自

在
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

一
番 

    

ま
ず
巨
視
的
・
一
望
俯
瞰
的
に
、
筑
波
山
か

ら
霞
ヶ
浦
へ
と
視
点
が
移
り
、
そ
の
豊
か
さ
と

雄
大
さ
が
詠
わ
れ
る
と
と
も
に
、
堀
越
先
輩
の

母
校
へ
の
思
い
も
感
じ
と
れ
ま
す
。 

 

在
校
生
や
卒
業
生
、
誰
も
が
母
校
の
発
展
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
母
校
が
、
筑
波
山
の
よ
う

に
天
下
に
冠
た
る
学
校
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
心
の
底
に
は
「
母
校

は
変
（
渝
）
わ
ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と
の
思
い

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
れ
は
母
校
の
発

展
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
が

遷
り
、
校
舎
が
新
し
く
な
り
、
教
育
内
容
が
変

わ
ろ
う
と
も
、
懐
か
し
い
母
校
に
は
自
分
が
生

徒
だ
っ
た
と
き
と
同
じ
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
学
ん
だ
者
は
、
そ
れ
を
無
意
識
の
う
ち

に
切
望
し
て
い
る
の
で
す
。
堀
越
先
輩
は
、
こ

う
し
た
思
い
を
筑
波
山
（
「
そ
そ
り
立
ち
た
り

筑
波
山
」
）
と
霞
ヶ
浦
（
「
終
古
渝
わ
ら
ぬ
霞

浦
の
水
」
）
に
込
め
て
い
ま
す
。 

二
番 

     

こ
こ
で
は
一
気
に
眼
前
の
風
景
に
焦
点
が
移

り
、
春
の
桜
川
と
秋
の
霞
ヶ
浦
、
花
の
香
と
鳥

の
声
、
風
に
散
り
川
面
を
流
れ
ゆ
く
桜
花
と
湖

面
に
映
る
月
の
影
を
対
比
さ
せ
て
、
花
鳥
風
月
、

郷
土
の
美
し
い
自
然
を
描
い
て
い
き
ま
す
。
陽

春
に
浮
き
立
つ
若
人
の
心
と
、
晩
秋
に
も
の
思

う
青
年
の
心
ま
で
も
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で

す
。 

第５７号 

校歌「沃野一望」 
100 年余にわたって歌い続けられてきた校歌。制定は 1911（明治 44）年，作

詞は堀越晋先輩（中 11 回卒・当時土浦中学校第４学年），作曲・補筆が尾崎楠馬

先生（高知県出身，国漢科主任，のち 1922〔大正 11〕年～1942〔昭和 17〕年

までの 20 年間は静岡県立見附中学校〔現静岡県立磐田南高等学校〕校長）。今号

から校歌の一節一節にかかわることについて考えていきます。 

平成２５年５月７日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

沃
野
一
望
数
百
里 

関
八
州
の
鎮
め
と
て 

 

そ
そ
り
立
ち
た
る
筑
波
山 

空
の
碧
を
さ
な
が
ら
に 

湛
え
て
寄
す
る
漣
波
は 

 

終
古
渝
ら
ぬ
霞
浦
の
水 

 

春
の
弥
生
は
桜
川 

其
の
源
の
香
を
載
せ
て 

蘆
の
枯
れ
葉
に
秋
立
て
ば 

渡
る
雁
声
冴
え
て 

流
れ
に
浮
か
ぶ
花
筏 

湖
心
に
澄
む
や
月
影 



 

 

→ 
遠路お越しくださり，除
幕式に参列していただ
いた堀越晋先輩の長男
晋一ご夫妻（左）。尾崎
先生令夫人芳様（右端）
（昭和 38年 10月 20日） 

← 
校歌碑「除
幕式」に際
し。校歌碑
に，深々と
一礼される
尾崎先生令
夫人芳様 

平
成
25
年
度
第
１
回
旧
本
館
活
用
委
員
会
開
催 

 

本
年
度
第
１
回
本
委
員
会
（
上
木
幹
夫
委
員
長
・
高

４
回
卒
）
が
、
去
る
４
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時
よ

り
、
豊
崎
校
長
（
高
25
回
卒
）
は
じ
め
関
係
者
及
び

委
員
各
位
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

小
泉
副
委
員
長
（
高
19
回
卒
）
よ
り
、
「
昨
年
度

の
旧
本
館
来
館
者
が
2997
名
」
「
現
本
校
職
員
の
中
で

同
窓
会
員
は
20
名
」
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
る
と

も
に
、
今
年
度
は
「
旧
本
館
を
一
般
向
け
文
化
講
座

等
に
積
極
的
に
開
放
す
る
」
「
『
ア
カ
ン
サ
ス
』
の

発
刊
を
年
12
回
と
す
る
」
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

三
番 

       

 

さ
ら
に
内
視
鏡
的
な
距
離
に
ま
で
カ
メ
ラ
・

ア
イ
が
接
近
し
、
土
中
生
の
心
の
内
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。
天
地
自
然
の
恵
み
、
先
人
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
享
け
（
享
受
）、
自
分
た
ち
に
宿
っ
て
い
る

「
寛
雅
の
度
量
」
、
「
至
誠
の
心
」
、
「
武
勇
の
気

魄
」
。
「
寛
雅
の
度
量
」
、
「
至
誠
の
心
」
い
ず
れ

も
、
他
に
対
す
る
心
掛
け
で
す
か
ら
、
当
然
「
武

勇
の
気
魄
」
も
、
他
の
た
め
に
、
不
正
を
正
し
、

苦
難
に
打
ち
勝
つ
気
魄
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

四
番 

     

土
中
生
の
内
面
か
ら
、
一
気
に
未
来
へ
と
焦

点
が
移
り
ま
す
。
そ
れ
も
自
分
た
ち
（
作
詞
当

時
の
在
校
生
た
ち
）
の
未
来
だ
け
で
は
な
く
、

永
遠
に
続
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
母
校
の
後
輩
た

ち
へ
の
エ
ー
ル
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
エ
ー
ル
も
筑
波
山
と
霞
ヶ
浦
に
託
し
て
送

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

私
た
ち
は
「
寛
雅
の
度
量
」
、
「
至
誠
の
心
」
、

「
武
勇
の
気
魄
」
を
天
賦
の
資
質
と
し
て
こ
の

身
に
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
土

中
生
や
一
高
生
の
一
人
ひ
と
り
が
、
「
筑
波
の

山
の
い
や
高
く
」
、
理
想
や
真
理
を
探
求
し
、

そ
れ
を
「
霞
ヶ
浦
の
い
や
広
く
」
、
世
界
の
隅
々 

             

に
ま
で
及
ぼ
し
て
い
く
使
命
を
背
負
っ
て
い
る

の
で
す
。
「
上
求
菩
提
、
下
化
衆
生
」
、
真
理

（
悟
り
）
を
求
め
て
精
進
努
力
し
、
そ
の
学
び

の
成
果
を
衆
生
（
世
界
の
人
々
、
生
き
と
し
生

け
る
も
の
す
べ
て
）
に
お
よ
ぼ
し
て
い
き
な
さ

い
、
と
の
エ
ー
ル
で
す
。
こ
の
真
鍋
台
の
校
舎

で
学
ぶ
者
は
、
自
分
だ
け
の
た
め
に
学
ぶ
の
で

は
な
く
、
他
の
た
め
に
学
ぶ
の
だ
と
の
決
意
が

こ
も
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
母
校
の
地
で
あ

る
真
鍋
（
＝
学
べ
）
は
、
土
中
生
・
一
高
生
に

と
っ
て
、
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
地
名
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

魂
の
琴
線 

 
 

「
沃
野
一
望
」
の
校
歌
。
単
純
直
裁
で
、
決

し
て
高
邁
な
哲
学
や
処
世
訓
を
語
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
者
の
心
情
を
素
直
に
表
現

し
、
青
年
の
心
意
気
を
歌
い
上
げ
て
、
魂
の
琴

線
に
ふ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

曲
も
簡
潔
。
歌
詞
が
七
・
五
調
の
リ
ズ
ム
で

統
一
さ
れ
て
い
る
の
を
受
け
て
、
メ
ロ
デ
ィ
ー

も
一
節
ず
つ
同
じ
リ
ズ
ム
で
統
一
。
使
用
さ
れ

て
い
る
音
域
は
、
高
す
ぎ
ず
、
低
す
ぎ
ず
、
広

す
ぎ
ず
、
狭
す
ぎ
ず
。
拍
子
は
四
分
の
二
拍
子
。

〝
イ
ッ
チ
・
ニ
、
イ
ッ
チ
・
ニ
、
…
〟
と
行
進

を
す
る
時
と
同
じ
ノ
リ
に
な
る
た
め
、
日
本
人

に
は
す
ぐ
に
な
じ
め
る
拍
子
。
ま
た
日
本
人
が

ノ
リ
や
す
い
符
点
の
リ
ズ
ム
（
軍
歌
の
特
徴
）

に
乗
っ
て
曲
が
流
れ
る
た
め
、
歌
い
や
す
く
、

大
き
な
声
で
堂
々
と
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す

（
曲
の
解
説
は
守
谷
高
校
音
楽
科
郷
恵
子
先
生

の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
）
。 

 

つ
ま
り
、
誰
に
で
も
歌
い
や
す
く
、
共
感
の

思
い
を
込
め
て
歌
え
る
校
歌
で
あ
る
こ
と
が
、

私
た
ち
の
胸
を
打
ち
、
な
つ
か
し
く
心
に
残
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

 

校
歌
作
詞
者 

 

堀
越 

晋 

氏 
     

 

     

 

 

明
治
27(

1894)

年
6
月
26
日
生
ま
れ
。
石
岡

市
井
関
80
番
地
、
堀
越
誠
太
郎
氏
の
長
男
。
明

治
40(

1907)

年
４
月
９
日
旧
制
茨
城
県
立
土
浦

中
学
校
第
１
学
年
に
入
学
。
明
治
45(

1912)

年

３
月
27
日
同
校
第
５
学
年
卒
業
。 

東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
に
進
学
、
卒
業

後
、
宇
都
宮
の
病
院
に
勤
務
。 

大
正
６(
1917)

年
８
月
14
日
病
死
。 

中
学
４
年
生
（
16
才
）
の
７
月
、
夏
休
み
の

課
題
と
し
て
全
生
徒
に
出
さ
れ
た
作
品
募
集

に
応
じ
当
選
。
明
治
44(

1911)

年
１
月
１
日
「
校

歌
」
制
定
。 

長
男
は
堀
越
晋
一
氏(

東
京
在
住)

。 

校
歌
作
曲
者 

尾
崎 

楠
馬 

先
生 

     

 

 

明
治
11(

1878)

年
10
月
１
日
生
ま
れ
。
本
籍
地 

高
知
県
安
芸
郡
赤
野
村
桜
浜
74
番
地
。 

高
知
県
師
範
学
校
卒
業
後
、
東
京
高
等
師
範

学
校
を
明
治
40(

1907)

年
３
月
に
卒
業
。 

明
治
40(

1907)

年
４
月
５
日
、
本
校
教
諭
に

任
ぜ
ら
れ
て
国
語
を
担
当
さ
れ
、
当
時
、
尾
崎

流
の
朗
読
が
全
校
を
風
靡
し
た
。
明
治

44

(

1911)

年
７
月
31
日
ま
で
勤
務
。 

そ
の
後
、
東
京
青
山
師
範
学
校
、
浜
松
師
範

学
校
を
へ
て
静
岡
県
立
見
付
中
学
校
初
代
校

長
と
な
る
。 

土
中
時
代
か
ら
の
盟
友
小
田
原
勇
教
頭
と

と
も
に
、
草
創
期
の
見
付
中
学
校
の
基
礎
固
め

に
尽
力
。
運
動
場
づ
く
り
を
は
じ
め
、
勤
労
・

鍛
錬
の
労
作
教
育
を
通
し
て
の
人
間
教
育
は

高
い
評
価
を
受
け
、
現
在
も
〝
ド
カ
中
精
神
〟

と
し
て
、
磐
田
南
高
校
に
息
づ
い
て
い
る
。 

昭
和
29(

1954)

年
２
月
５
日
、
東
大
病
院
に
て

病
死
。 

 （
高
21
回
卒 

松
井
泰
寿
） 

 

 

東北帝国大学医学専門部卒
業記念アルバム（1916）の
堀越晋氏と，同氏の写真付き
位牌（この２枚の写真は，現
在，石岡市で生家を守る堀越
邦彦様のご厚意により掲載
することができました） 

此
の
山
水
の
美
を
享
け
て 

我
に
寛
雅
の
度
量
あ
り 

此
の
秀
麗
の
気
を
享
け
て 

我
に
至
誠
の
心
あ
り 

東
国
男
児
の
血
を
享
け
て 

我
に
武
勇
の
気
魄
あ
り 

筑
波
の
山
の 

い
や
高
く 

霞
ヶ
浦
の 

い
や
広
く 

嗚
呼
桜
水
の 

旗
立
て
て 

我
が
校
風
を 

輝
か
せ 

亀
城
一
千
の 

健
男
児 

亀
城
一
千
の 

健
男
児 

静岡県立見
付中学校の
校長のとき 



 

 

→ 
→ 

海進により霞ヶ浦，
牛久沼，印旛沼等が
内海を形成している
1000 年前の関東平
野（『農業土木歴史研
究会』ＨＰより転載） 

← 
東京スカイツリーから見た筑波山。眼下に
は沃野一望の関東平野がどこまでも広がっ
ています。（『BLUE STYLE COM』ＨＰの「東
京スカイツリー定点観測所」より転載） 
 

復元された縄文人の
竪穴住居（上，『上高
津貝塚ふるさと歴史
の広場』ＨＰより転
載）茨城県最大の舟
塚山古墳（右，『石岡
市』ＨＰの「街なか
散歩」より転載） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

地
球
温
暖
化 

〝
地
球
温
暖
化
〟
と
い
う
言
葉
は
、
近
年
、
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
増
加
に
よ
る
温
室
効
果

が
問
題
視
さ
れ
、
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
こ
の
こ
と
を
地
球
の
歴
史

の
中
で
捉
え
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

137
億
年
前
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
後
、
宇
宙
が
形

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
球
は
、
45
～
46
億

年
前
に
誕
生
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

生
命
が
誕
生
し
、
６
千
500
万
年
前
か
ら
の
新
生

代
に
な
る
と
、
霊
長
類
が
登
場
し
、
370
万
年
前

に
は
最
古
の
人
類
の
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス

（
猿
人
）
が
生
ま
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
の
地
球
は
、
温
暖
化
・
寒
冷
化
が
繰
り

返
さ
れ
、
時
に
は
数
万
年
間
も
寒
冷
期
が
続
く

氷
河
期
も
あ
り
ま
し
た
。
氷
河
期
に
は
、
北
米

大
陸
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
北
半
球
の
多
く

の
地
域
が
雪
と
氷
に
覆
わ
れ
ま
し
た
。
我
が
国

に
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
氷
河
期
の
名
残
は
尐

な
い
も
の
の
、
北
ア
ル
プ
ス
に
あ
る
Ｕ
字
谷
は

氷
河
の
あ
っ
た
証
左
な
の
で
す
。
そ
し
て
最
後

の
氷
河
期
が
１
万
２
千
年
前
に
終
わ
り
、
そ
の

後
、
地
球
の
温
暖
化
が
急
速
に
進
行
し
ま
す
。

（
実
は
氷
河
期
と
氷
河
期
の
間
は
比
較
的
温
暖

な
時
期
が
数
万
年
以
上
も
続
く
間
氷
期
と
呼
ば

れ
る
時
期
が
あ
り
、
現
在
は
そ
こ
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
氷
河
期
で
も
間
氷

期
で
も
、
そ
の
中
で
寒
冷
・
温
暖
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
ま
す
。
） 

氷
河
期
が
終
わ
る
と
、
我
が
国
で
は
縄
文
期

に
入
り
、
人
々
の
活
動
が
と
て
も
活
発
に
な
る

時
代
に
突
入
し
ま
す
。
気
候
の
温
暖
化
に
伴
い
、

植
物
の
成
長
が
飛
躍
的
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
然
界
の
動
植
物
を
食
料
と
し
た
縄

文
人
の
行
動
が
非
常
に
旺
盛
に
な
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
海
進
（
温
暖

化
に
よ
り
大
地
を
覆
っ
て
い
た
氷
雪
が
溶
け
る

こ
と
で
海
面
が
上
昇
し
、
内
陸
部
ま
で
海
水
が

進
入
す
る
現
象
）
が
進
み
ま
し
た
。
茨
城
県
で

い
え
ば
、
県
南
か
ら
県
西
に
か
け
て
、
現
在
の

霞
ヶ
浦
・
利
根
川
水
系
の
多
く
で
海
進
が
認
め

ら
れ
、
筑
波
山
麓
周
辺
ま
で
海
水
が
広
が
っ
た

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
縄
文
期
に
形
成
さ

れ
た
貝
塚
が
そ
の
証
拠
で
、
こ
こ
の
貝
殻
は
、

ほ
と
ん
ど
が
汽
水
域(

海
水
と
淡
水
が
混
在
す

る
状
態
の
区
域)

の
も
の
で
あ
り
、
各
地
に
残
る

貝
層(

自
然
に
貝
が
堆
積
し
た
も
の)

で
も
、
牡

蠣
を
は
じ
め
と
し
て
海
水
に
生
息
す
る
も
の
が

数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
今
で
も
か
す

み
が
う
ら
市
の
霞
ヶ
浦
湖
岸
に
は
、
牡
蠣
の
貝

層
が
み
ら
れ
ま
す
） 

             

ム
ラ
か
ら
ク
ニ
へ 

 
 

縄
文
人
は
、
温
暖
化
に
よ
っ
て
豊
富
に
な
っ

た
動
植
物
や
魚
・
貝
を
食
料
と
し
、
台
地
の
縁

辺
に
10
戸
程
度
の
集
団
で
あ
る
ム
ラ
を
形
成
し

て
生
活
し
ま
し
た
。 

 
 

１
万
年
も
続
い
た
縄
文
時
代
の
末
期
に
は
、

大
陸
方
面
か
ら
稲
作
を
伴
う
文
化
が
伝
わ
り
、

農
耕
生
活
が
主
と
な
る
社
会
が
急
速
に
形
成
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
弥
生
時
代
の
到
来

で
す
。
従
来
、
弥
生
時
代
の
ス
タ
ー
ト
は
紀
元

前
３
世
紀
で
、
北
九
州
に
始
ま
り
、
100
年
ほ
ど

を
要
し
て
東
北
地
方
北
部
に
ま
で
到
達
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
で
は
、
紀
元
前
５

～
６
世
紀
が
始
ま
り
で
、
急
速
に
東
北
北
部
ま

で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

農
耕
生
活
が
始
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の

生
活
は
大
き
く
変
化
し
、
１
万
年
続
い
た
縄
文

時
代
と
は
異
な
り
、
弥
生
時
代
は
数
100
年
で
新

た
な
社
会
へ
と
変
質
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
最
も
大
き
な
要
因
は
、
旧
来
に
比
べ

て
生
産
高
や
蓄
積
が
桁
違
い
に
増
大
し
た
こ
と

と
、
農
耕
社
会
で
の
指
導
者
の
必
要
性
で
し
た
。

つ
ま
り
人
々
は
、
よ
り
多
く
の
生
産
を
求
め
る

中
で
、
灌
漑
の
敷
設
や
耕
作
適
地
の
拡
大
に
努

め
る
必
要
か
ら
、
社
会
集
団
を
大
規
模
化
さ
せ

る
一
方
で
、
集
団
を
ま
と
め
ら
れ
る
指
導
者
を

出
現
さ
せ
て
い
く
の
で
す
。
そ
れ
は
、
集
団
を

ム
ラ
か
ら
ク
ニ
へ
と
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
勿
論
、
当
時
の
日
本
民
族
は
文

字
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
が
文
字
資
料

と
し
て
残
る
も
の
は
全
く
存
在
し
ま
せ
ん
が
、

明
治
以
降
、
特
に
戦
後
の
発
掘
調
査
を
も
と
に

し
た
研
究
か
ら
解
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

３
世
紀
に
な
る
と
、
ム
ラ
か
ら
ク
ニ
へ
の
統

合
が
進
み
、
や
が
て
ヤ
マ
ト
政
権
に
よ
る
国
土

の
統
一
（
北
九
州
か
ら
近
畿
方
面
）
が
な
さ
れ

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
古
墳
時
代
の
到
来
で
す
。
ヤ

マ
ト
政
権
は
国
土
の
支
配
体
系
を
整
え
、
よ
り

強
固
な
支
配
体
制
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。
６

～
７
世
紀
が
こ
れ
に
あ
た
る
時
期
で
あ
り
、
政

治
的
な
中
心
地
「
飛
鳥
」
か
ら
飛
鳥
時
代
と
も

言
わ
れ
、
や
が
て
、
奈
良
時
代
の
律
令
制
度
に

よ
る
政
治
体
制
へ
と
繋
が
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
間
も
、
農
具
の
改
良
な
ど
に
よ
っ
て
、

生
産
向
上
の
努
力
は
続
け
ら
れ
ま
し
た
。 

第５８号 

校歌に謳われた「沃野」 
1911（明治 44）年に制定され，当時の土浦中学校から現在の土浦一高に至る

まで，100 年余にわたって歌い続けられてきた本校校歌。そこに登場する「沃野」

とは，地味のよく肥えた平野，すなわち高い生産力（経済力）をもった広大なる土

地（平野）を意味しています。そこで，今号から少しの間，土地の生産力に着目し，

このことについて歴史的視点から考察してみます。 

平成２５年６月１１日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 



 

 

奈良時代の日本の人口を約 500 万と推
定できた『鹿の子遺跡出土漆紙文書』
（『石岡市』ＨＰの「鹿の子遺跡出土漆
紙文書一括」より転載） 

鎌倉期から戦国期にかけて現在の土浦地域を支配し

た小田氏の居城「小田城」址（右上）。貫高制を支え

た「永楽通宝」（左上）とその鐚銭（左下）（貨幣は，

しらかわただひこ『コインの散歩道』ＨＰより転載） 

 

生
産
力
と
人
口 

 

古
来
、
一
定
の
地
域
に
お
け
る
人
口
は
生
産

力
に
比
例
し
て
い
る
と
、
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と

で
す
。 

 
 

奈
良
時
代
の
人
口
が
500
万
人
と
言
わ
れ
、
近

世
初
期
が
１
千
200
万
人
程
度
で
、
明
治
維
新
の

頃
で
も
３
千
万
人
程
度
。
そ
れ
が
現
在
で
は
、

人
口
減
尐
期
に
入
っ
た
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
１

億
２
千
800
万
人
。
現
代
の
人
口
は
当
然
な
が
ら

国
内
の
み
の
生
産
力
で
は
ま
か
な
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
対
外
貿
易
に
頼
る
こ
と
が
必

定
で
あ
る
こ
と
は
承
知
の
通
り
で
す
。
平
成
22

年
時
点
の
食
糧
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

僅
か
39
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
国
内
生
産
の
み
で
養
え
る
人
口
は
５

千
万
人
弱
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 
 

さ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
の
人
口
統
計

は
あ
る
程
度
信
頼
で
き
る
も
の
の
、
奈
良
時
代

の
「
500
万
人
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
程
度
ま
で

信
用
で
き
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
常
磐
自
動
車
道
の
工
事
に
関
連
し

て
常
陸
国
衙
関
係
の
「
鹿
の
子
遺
跡
」
の
発
掘

調
査
が
昭
和
59
年
か
ら
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
貴

重
な
資
料
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
奈
良
時
代
後
期

か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
た
蝦
夷
征
討
な
ど

の
軍
事
活
動
に
関
連
し
た
遺
構
・
遺
物
の
発
見

が
そ
れ
で
、
そ
の
中
に
漆
紙
文
書
が
あ
り
、
大

い
に
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
漆
紙
文
書
と
は
、

国
庁
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
帳
簿
類
の
文
書
が
漆

容
器
の
蓋
紙
な
ど
に
再
利
用
さ
れ
た
も
の
で
、

漆
が
付
着
し
た
た
め
腐
食
せ
ず
に
今
日
で
も
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
漆
紙
そ
の
も
の
か
ら
直

接
文
字
等
を
判
読
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可

能
で
す
が
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
や
エ
ッ
ク
ス
線
カ

メ
ラ
な
ど
を
用
い
て
解
読
が
可
能
な
の
で
す
。 

 
 

鹿
の
子
遺
跡
の
漆
紙
文
書
の
中
に
は
、
計
帳

や
調
帳
な
ど
の
租
税
に
係
る
も
の
が
あ
り
、
奈

良
時
代
末
期
の
常
陸
国
の
人
口
が
約
22
万
人
と

推
定
さ
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
当
時
の
日
本
の
人

口
を
考
え
る
と
、
500
万
人
と
言
わ
れ
て
い
た
数

字
が
、
現
実
よ
り
か
け
離
れ
た
数
字
で
は
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

           

生
産
力
の
向
上 

 
 

平
安
・
鎌
倉
・
南
北
朝
・
室
町
・
戦
国
と
時

代
は
変
遷
し
て
も
、
人
々
の
生
産
向
上
の
た
め

の
努
力
は
営
々
と
重
ね
ら
れ
、
こ
の
間
に
特
筆

す
べ
き
こ
と
は
鉄
製
農
具
の
普
及
や
肥
料
の
使

用
で
す
。
中
で
も
、
刈
敷
と
い
わ
れ
る
草
を
刈

り
込
ん
で
す
き
込
む
緑
肥
や
草
木
灰
を
肥
料
と

す
る
方
法
が
と
り
入
れ
ら
れ
る
と
、
単
位
面
積

当
た
り
の
生
産
が
大
幅
に
高
ま
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
人
糞
尿
も
肥
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る

と
、
近
畿
以
西
で
は
二
毛
作
や
三
毛
作
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
中
世
（
平
安
末
期
～
戦
国
時
代
）
は
、

武
士
が
社
会
の
中
心
に
な
り
、
戦
乱
も
し
ば
し

ば
起
こ
り
、
住
み
に
く
い
社
会
で
は
な
か
っ
た

の
か
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
意
外
な
こ
と
に
、

支
配
者
の
生
産
奨
励
も
あ
り
、
活
気
あ
る
人
々

の
活
動
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
は
当
然
、
生
産
力
の
向
上
に
も
直
結

し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
中
世
は
、
古
代
か
ら

の
荘
園
制
度
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
て
、
土

地
の
一
元
支
配
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
後
半
に
な
る
と
、

群
雄
割
拠
で
支
配
者
が
多
数
存
在
し
た
た
め
、

日
本
全
体
の
人
口
や
生
産
力
を
つ
か
み
に
く
い

時
代
で
も
あ
っ
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

や
が
て
戦
国
末
期
を
迎
え
る
と
、
全
国
統
一

や
一
元
支
配
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
し
て
い

き
ま
す
。
織
田
信
長
は
支
配
地
域
に
お
い
て
「
指

出
検
地
」
を
実
施
し
、
一
元
的
な
支
配
を
め
ざ

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
豊
臣
秀
吉
は
、

俗
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
太
閤
検
地
」
を
実
施
し
、

全
国
を
一
元
的
に
支
配
す
る
体
制
を
築
く
の
で

す
。
し
か
し
、
豊
臣
政
権
は
長
続
き
せ
ず
、
そ

の
基
本
的
し
く
み
は
徳
川
家
康
に
よ
る
江
戸
幕

府
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

貫
高
制
か
ら
石
高
制 

と
こ
ろ
で
、
中
世
末
に
群
雄
割
拠
し
た
戦
国

大
名
は
、
支
配
地
の
経
済
的
基
盤
を
正
確
に
把

握
す
る
た
め
に
検
地
を
行
う
と
と
も
に
、
土
地

の
生
産
性
な
ど
の
表
示
と
し
て
は
貫
高
制
を
採

り
ま
し
た
。
貫
高
と
は
、
田
地
の
面
積
を
、
そ

こ
か
ら
収
穫
す
る
こ
と
の
で
き
る
平
均
の
米
の

量
を
通
貨
に
換
算
し
、
「
貫
」
（
1000
文
）
を
単

位
と
し
て
表
し
た
数
値
を
い
い
、
そ
れ
を
税
収

の
基
準
に
す
る
土
地
制
度
を
貫
高
制
と
呼
び
ま

し
た
。
従
っ
て
、
同
じ
貫
数
で
も
土
地
の
条
件

な
ど
に
よ
っ
て
実
際
の
土
地
面
積
は
異
な
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
貫
高
制
と
は
、
米
で
納
め
る

べ
き
年
貢
を
銭
で
代
納
す
る
「
分
銭
」
に
由
来

し
、
こ
の
制
度
の
も
と
で
は
、
武
家
の
知
行
高

も
貫
で
表
し
、
貫
高
に
基
づ
い
て
負
担
す
る
軍

役
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
貫
高
制
の
典
型
的
な

ケ
ー
ス
と
し
て
、
後
に
小
田
原
を
中
心
に
南
関

東
一
帯
を
支
配
し
た
後
北
条
氏
の
例
が
あ
り
ま

す
。
後
北
条
氏
は
、
田
に
は
１
段
当
た
り
500
文
、

畑
は
同
じ
く
150
～
200
文
を
標
準
と
し
、
永
楽
銭

（
中
国
・
明
か
ら
輸
入
し
た
銅
銭
）
あ
る
い
は

代
納
と
し
て
米
で
納
め
さ
せ
、
代
納
の
場
合
は

100
文
を
米
１
斗
２
～
４
升
に
換
算
し
ま
し
た
。

な
お
、
永
楽
銭
で
納
付
さ
せ
た
貫
高
制
を
特
に

永
高
と
も
い
い
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
自
給

自
足
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
支
配
階
層
の
貨
幣

に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
永
高

が
普
及
し
た
も
の
と
も
言
え
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
戦
国
大
名
の
貫
高
制
は
、
国
人
領
主
層
や

在
地
小
領
主
層
を
知
行
制
に
よ
り
家
臣
団
と
し

て
編
成
す
る
と
と
も
に
、
年
貢
集
取
在
地
支
配

を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
在
地
掌
握
の
程
度
に
つ
い
て
は
、

十
分
掌
握
が
な
さ
れ
た
と
す
る
説
と
不
掌
握
で

あ
っ
た
と
す
る
二
説
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
貫
高
制
か
ら
石
高
制
に
移
行
す
る

時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。
当
時
の
日
本
は
貨
幣

を
自
給
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
鐚
銭
（
び
た
せ

ん
…
私
鋳
銭
な
ど
の
質
の
低
い
貨
幣
。
「
ビ
タ

一
文
」
の
表
現
。
１
文
は
最
低
の
通
貨
単
位
）

の
問
題
も
あ
り
、
貫
高
制
の
維
持
に
見
合
う
貨

幣
流
通
量
が
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
で

す
。
戦
国
時
代
後
期
に
は
、
商
業
の
発
展
や
銀

生
産
量
の
増
加
に
伴
い
、
銭
に
代
わ
っ
て
銀
や

米
が
価
値
の
基
本
に
な
り
、
貫
高
制
は
混
乱
し
、

米
な
ど
の
代
納
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
秀
吉
の
太
閤
検
地
で
は
、

土
地
を
測
定
し
て
面
積
を
出
し
、
標
準
収
穫
量

を
算
出
す
る
石
高
制
を
原
則
に
採
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
石
高
制
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。

（
次
号
に
続
く
） 

 

（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
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→ 
土浦中学校 4 年生（１６
才）のとき，本校校歌を作
詞された堀越晋先輩（中
11回卒）が眠る盛賢寺 

← 
関八州の重鎮「筑波山」から見た富士山。眼
下には“沃野一望数百里”の眺望がひろがっ
ています（『とぼとぼ山歩き』ＨＰより転載） 
（撮影：平成 15年 11月，つくば市巡見橋） 

 

「常陸国那珂郡上河内村検地帳」。上河

内村は現水戸市内。石田治部少輔は石

田三成（「茨城大学図書館」より転載） 

江戸時代に，土浦地域を支配した土屋氏の居城「土
浦城趾」。この太鼓櫓門は土浦城のシンボルで，江戸

時代前期の遺構としては関東地方で唯一の櫓門遺構
です。明治 30（1897）年に本校（当時の校名は「茨
城県尋常中学校土浦分校」）が創設された新治郡役

所は，この門を入った本丸御殿跡に建っていました。 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

石
高
制
と
一
国
御
前
帳 

秀
吉
に
よ
る
太
閤
検
地
で
は
、
知
行
高
が
、

支
給
さ
れ
る
米
の
容
積
に
よ
る
「
石
」
（
石
高
、

石
＝
石
・
斗
・
升
・
合
の
桝
目
の
単
位
、
１
石

＝
約
180
㍑
）
で
表
さ
れ
、
こ
れ
が
石
高
制
の
確

立
に
帰
結
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
江
戸
時

代
に
入
り
本
格
的
な
貨
幣
鋳
造
が
行
わ
れ
る
に

至
っ
て
も
、
石
高
制
は
維
持
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
江
戸
時
代
は
、
田
畑
屋
敷
な
ど
の
土

地
の
価
値
に
至
る
ま
で
、
面
積
に
石
盛
と
い
う

一
定
の
計
数
を
か
け
て
米
の
生
産
力
に
換
算
し

て
表
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
米
以
外
の
農

作
物
や
海
産
物
の
生
産
量
を
も
米
に
換
算
し
て

表
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
大
名
を
は
じ
め

と
す
る
武
士
の
所
領
か
ら
の
収
入
や
俸
禄
を
表

す
場
合
も
石
高
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。 

豊
臣
政
権
で
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、

全
国
統
一
が
完
成
し
た
翌
年
の
1591
年
に
、
諸
国

に
対
し
て
「
一
国
御
前
帳
」
の
提
出
を
命
じ
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
翌
年
の
人
掃
令
と
合
わ

せ
て
朝
鮮
出
兵
に
備
え
た
兵
粮
・
軍
役
負
担
を

確
保
す
る
た
め
に
、
大
名
の
領
知
高
を
確
認
す

る
点
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
結

果
と
し
て
、
日
本
全
国
の
土
地
を
同
一
の
基
準

を
も
っ
て
把
握
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
「
大
名
の
領
知
高
を
確
認
す
る
」

手
法
に
つ
い
て
は
種
々
雑
多
で
し
た
。
長
宗
我

部
氏
の
土
佐
一
国
９
万
8000
石
は
、
実
際
の
検
地

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
同
氏
が
動
員
可
能
兵

力
か
ら
の
逆
算
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
佐

竹
氏
や
島
津
氏
な
ど
に
対
し
て
は
、
石
田
三
成

ら
奉
行
が
軍
役
負
担
な
ど
の
政
治
的
必
要
か
ら

石
高
を
操
作
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
領
内
で
米
が
ほ
と
ん
ど
と
れ
ず
、

も
っ
ぱ
ら
貿
易
に
よ
る
利
益
に
依
存
し
て
い
た

対
馬
の
宗
氏
や
蝦
夷
地
の
松
前
氏
は
、
実
際
に

は
無
高
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
に
も
関
わ
ら
ず
、 

        利
益
か
ら
計
算
さ
れ
た
形
式
上
の
表
高
が
あ
た

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
一
部
の
地
域
で
は
、

国
人
や
農
民
に
よ
る
一
揆
を
恐
れ
て
、
検
地
そ

の
も
の
を
行
わ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
地
域
で
も
、
全
国
的
な
流

れ
の
中
で
、
石
高
表
記
以
降
は
、
検
地
を
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
世
社
会
に
お
い
て
は
、

石
高
制
の
確
立
と
人
掃
令
、
武
士
の
城
下
町
集

住
政
策
に
よ
り
、
兵
農
分
離
が
進
展
す
る
と
と

も
に
、
城
下
町
の
整
備
も
進
み
ま
し
た
。
ま
た

石
高
制
は
武
士
・
農
民
だ
け
の
関
係
で
は
な
く
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
公
家
や
寺
社
も
公
儀
（
幕
府
・

大
名
）
か
ら
所
領
を
与
え
ら
れ
、
町
人
は
農
民

の
石
高
に
代
わ
る
各
種
の
役
負
担
を
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
う
し
た
負
担
体
系
の
相
違
が
、
農

民
・
職
人
・
町
人
の
最
大
の
違
い
で
し
た
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
一
石
は
、
大
人
一
人
が
１
年
に

食
べ
る
米
の
量
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
兵
士
に
与
え
る
報
酬
と
み
な
し
、
石
高×

年

貢
率
と
同
じ
だ
け
の
兵
士
を
養
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
石
高
は
戦
国
大
名
の
財
力

だ
け
で
な
く
、
兵
力
を
も
意
味
し
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
江
戸
時
代
の
軍
役
令
で
は
、
大
名
は
幕

府
に
よ
り
表
高
１
万
石
あ
た
り
約
200
人
程
度
の

軍
勢
を
動
員
す
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
石
高
は
一
般
に
玄
米
に
よ
る
も
の

が
常
で
、
実
際
に
は
成
人
男
性
で
１
日
玄
米
５

合
、
年
間
玄
米
約
1.8
石
が
標
準
的
に
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
（
今
日
、
我
々
は
ど
れ
ほ
ど
の 

米
を
消
費
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
米
以
外

の
穀
物
を
消
費
す
る
割
合
も
増
え
て
副
食
も
豊

か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
成
人
一
人
あ
た
り
の

消
費
は
白
米
約
0.4
石
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
） 

       

江
戸
時
代
の
石
高
制 

 
 

江
戸
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
改
め
て
全
国
の

石
高
の
再
確
認
が
行
わ
れ
、
1607
年
に
は
、
大
阪

の
役
及
び
初
期
の
各
種
普
請
に
よ
る
論
功
行
賞

が
ほ
ぼ
終
了
し
て
、
２
代
将
軍
徳
川
秀
忠
よ
り

諸
大
名
に
対
し
改
め
て
所
領
が
認
知
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
に
表
さ
れ
た
石
高
が
「
表
高(

お
も
て

だ
か)

」
と
称
さ
れ
、
幕
末
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
わ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
実
際
の
大
名
の

所
領
で
は
、
新
田
開
発
や
検
地
の
徹
底
に
よ
っ

て
実
際
の
年
貢
賦
課
の
基
準
と
な
っ
た
実
質
の

石
高
の
「
内
高(

う
ち
だ
か)

」
と
の
差
は
広
が

り
、
表
高
は
家
格
を
示
す
た
め
の
数
字
に
過
ぎ

な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
農

村
で
は
内
高
か
ら
算
出
さ
れ
る
年
貢
負
担
等
が

実
際
の
負
担
と
合
致
す
る
よ
う
に
抜
か
り
な
く

注
意
が
払
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
村
全
体
の
石
高
（
村

高
）
で
し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
個
々
の
土
地

に
も
適
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

平成２５年７月２日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第５９号 

校歌に謳われた沃野（その２） 

「♪沃野一望数百里…」と，1911（明治 44）年に制定されて以来，

ずっと歌われてきた本校校歌。そして誰もが意識する“歌い出しのフ

レーズ”「沃野」。作詞した堀越晋先輩（中 11回卒）が，この「沃野」

にどんな“思い”を込めたのかを探るべく，今号も土地の生産力に着

目しつつ，近世の「石高制」や「新田開発」について述べてみます。 

 



 

 

幼
い
頃
か
ら
堀
越
先
輩
が
目
に
し

た
恋
瀬
川
と
筑
波
山
の
風
景
（
上
）

美
田
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
集
落
。 

そ
こ
に
佇
む
堀
越
氏
の
生
家
（
左
） 

江戸時代に開発された土浦市

の藤沢新田。肥沃な沖積平野

が広がる桜川沿いにあり，生

産力は高いそうです（上）。こ

の新田開発に尽力した杉田庄

右衛門らが同地に創建したと

いう別雷神社。雨乞いの神で

ある雷神を祀っています（右） 

旧
本
館
が
８
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
に
登
場 

 

 
 

７
月
１
日
（
月
）
に
、
本
校
旧
本
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
―
BS

ザ･

プ
レ
ミ
ア
ム「
零
戦
～
搭
乗
員
た
ち
が
見
つ
め
た

太
平
洋
戦
争
～
」
の
ロ
ケ
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

放
送
は
約
１
ヶ
月
後
の
８
月
３
日
（
土
）
と
８
月
10

日
（
土
）
の
い
ず
れ
も
21
時
～
22
時
30
分
で
す
。 

 
 

石
高
制
の
定
着
に
よ
っ
て
、
幕
府
は
、
大
名

の
所
領
規
模
を
簡
単
に
把
握
で
き
る
た
め
、
加

封
・
減
封
・
転
封
や
飛
地
（
例
え
ば
、
仙
台
伊

達
氏
の
飛
地
が
現
在
の
龍
ヶ
崎
市
に
１
万
石
あ

り
ま
し
た
）
の
処
理
が
簡
単
に
行
え
る
と
と
も

に
、
大
名
に
課
す
る
負
担
や
幕
府
役
職
の
任
免

も
石
高
に
応
じ
た
も
の
に
差
配
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
名
も
自
己
の
藩
に
お
い
て
石
高
制
を

採
り
、
家
臣
を
所
領
で
あ
る
給
所
に
は
住
ま
わ

せ
ず
、
年
貢
徴
収
や
人
夫
動
員
も
藩
中
央
で
取

り
仕
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
農
村
で
も
、

検
地
の
徹
底
に
よ
っ
て
検
地
帳
に
石
高
が
記
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
貢
は
石
高
に
年
貢
率

を
掛
け
る
だ
け
で
算
出
さ
れ
、
雑
税
や
夫
役
も

同
じ
よ
う
な
方
法
で
課
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

換
言
す
れ
ば
、
石
高
制
は
、
封
土
を
上
か
ら

順
次
分
割
給
付
し
て
主
従
関
係
を
保
ち
、
家
臣

間
・
農
民
間
に
お
い
て
は
石
高
の
多
寡
に
よ
り

上
下
関
係
を
決
定
づ
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
の

み
な
ら
ず
、
複
雑
な
面
積
計
算
を
す
る
こ
と
な

く
、
石
高
に
合
わ
せ
て
増
加
・
減
少
・
交
換
を

可
能
に
す
る
と
い
う
幕
藩
体
制
を
維
持
・
存
続

さ
せ
る
に
は
、
好
都
合
な
制
度
だ
っ
た
の
で
す
。 

 
 

と
こ
ろ
が
、
18
世
紀
に
な
る
と
、
新
田
開
発

等
に
伴
う
米
の
生
産
量
の
増
大
に
よ
る
米
価
の

不
安
定
化
が
大
き
な
問
題
と
し
て
登
場
し
て
き

ま
す
。
米
価
の
下
落
は
、
米
を
売
る
こ
と
に
よ

っ
て
得
た
貨
幣
で
生
活
す
る
武
士
階
級
に
と
っ

て
は
、
収
入
減
と
な
り
生
活
を
逼
迫
さ
せ
ま
し

た
。
逆
に
、
米
価
の
高
騰
は
、
消
費
者
で
あ
る

民
衆
の
生
活
を
逼
迫
さ
せ
ま
し
た
。
16
世
紀
末

の
貨
幣
価
値
の
不
安
定
化
に
よ
る
通
貨
制
度
の

混
乱
を
背
景
に
、
米
が
代
用
貨
幣
と
し
て
通
用

し
て
い
た
時
代
に
導
入
さ
れ
、
確
立
さ
れ
た
石

高
制
は
、
三
貨(

金
・
銀
・
銅)

に
よ
っ
て
貨
幣

制
度
が
安
定
化
す
る
こ
と
で
、
支
配
階
級
で
あ

る
武
士
の
窮
乏
化
を
招
く
と
い
う
弱
点
を
露
呈

さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
た
め
江
戸
幕 

府
は
、
米
価
安
定
化
の
た
め
に
様
々
な
措
置
を

講
じ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
後
ま
で
幕

藩
体
制
の
根
幹
に
関
わ
る
石
高
制
そ
の
も
の
の

改
革
に
は
、
手
を
付
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

      
新
田
開
発 

 
 

太
閤
検
地
時
点
で
の
わ
が
国
の
耕
地
は
約
200

万
町
歩(

約
200
万
ヘ
ク
タ
ー
ル)

と
推
定
さ
れ
ま

す
が
、
270
年
後
の
明
治
初
期
に
は
、
約
400
万
町

歩
に
倍
増
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
間
の
石
高
は

約
1800
万
石
か
ら
約
3200
万
石
に
、
村
の
数
も
江
戸

初
期
の
５
万
数
千
か
ら
幕
末
期
の
天
保
５(

1834)

年
に
は
６
万
3500
余
に
、
そ
れ
ぞ
れ
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
正
確
な
全
国
統
計
の
数
字
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
耕
地
・
石

高
・
村
数
と
も
に
増
加
し
た
こ
と
は
確
実
で
す
。 

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
新
田
開
発
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
新
田
開
発
に
拍
車
が
か

か
っ
た
の
は
戦
国
時
代
で
、
各
大
名
が
国
力
増

強
の
た
め
農
地
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

か
ら
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
戦
国
末
期
か
ら
江

戸
初
期
に
か
け
て
食
糧
の
増
産
が
な
さ
れ
、
人

口
も
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
口
増
と
と

も
に
主
食
で
あ
る
米
が
不
足
し
、
17
世
紀
に
は
、

江
戸
幕
府
や
諸
大
名
の
奨
励
の
も
と
、
役
人
や

農
民
主
導
で
、
湖
・
潟
・
浅
瀬
な
ど
の
干
拓
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
丘
陵
地
帯
や
台
地
、

谷
津
（
や
つ
…
台
地
と
台
地
の
間
の
谷
間
の
湿

地
帯
）
な
ど
、
内
陸
の
荒
れ
地
で
も
新
田
の
開

発
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
江
戸
時

代
を
通
し
て
、
全
国
の
石
高
は
1.8
倍
に
拡
大
し

て
い
き
ま
し
た
。
特
に
そ
れ
ま
で
畿
内
に
比
べ

開
発
が
遅
れ
て
い
た
東
北
・
関
東
・
中
国
・
九

州
な
ど
で
、
農
地
が
格
段
に
増
大
し
た
の
で
す
。 

 

新
田
開
発
を
活
発
化
さ
せ
た
背
景
に
は
、
測

量
技
術
の
向
上
が
あ
り
ま
す
。
大
量
の
水
を
必

要
と
す
る
水
田
で
は
、
自
然
の
降
雨
の
み
で
は

不
可
能
で
、
灌
漑
用
水
の
整
備
が
不
可
欠
で
し

た
。
し
か
し
、
平
坦
地
や
緩
や
か
な
傾
斜
地
で

は
用
水
路
の
掘
削
は
難
し
く
、
戦
国
時
代
以
前

は
一
定
以
上
の
傾
斜
地
で
な
い
と
水
田
の
開
拓

は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
幕
府
・

大
名
主
導
の
大
規
模
な
測
量
に
よ
っ
て
、
平
地

に
開
拓
さ
れ
た
水
田
へ
の
水
供
給
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
逆
に
、
水
は
け
の
悪
い
湖
沼
や
泥

湿
地
の
よ
う
な
場
所
で
は
、
大
規
模
な
排
水
路

を
整
備
す
る
こ
と
で
水
田
開
発
が
手
が
け
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
干
潟
等
に
お
け
る
干
拓
工

事
に
よ
る
水
田
化
も
推
し
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

幕
府
は
、
17
世
紀
後
半
に
無
謀
な
新
田
開
発

を
抑
制
し
ま
し
た
が
、
８
代
吉
宗
の
享
保
の
改

革
で
は
「
見
立
新
田
十
分
の
一
法
」
な
ど
を
施

行
し
て
、
開
発
者
の
利
益
を
保
証
す
る
こ
と
で
、

商
人
等
の
民
間
に
よ
る
新
田
開
発
を
奨
励
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
、
多
く
の
将
軍
や
老
中
が
新

田
開
発
を
政
策
の
軸
に
据
え
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 

新
田
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
初
期
に
あ
っ
て

は
官
営
（
代
官
見
立
新
田
＝
天
領
代
官
が
主

導
・
藩
営
新
田)
が
中
心
で
し
た
が
、
中
期
以
降

は
民
営
（
村
請
新
田
＝
農
民
が
村
全
体
で
資
金

や
労
力
を
出
し
開
発
・
町
人
請
負
新
田
＝
資
金

力
の
あ
る
都
市
商
人
が
開
発
し
、
小
作
を
雇
っ

て
耕
作
）
が
主
流
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
新
田
開
発
に
も
問
題
点
が
あ
り

ま
し
た
。
巨
額
の
利
益
を
期
待
し
て
取
り
組
ん

で
み
て
も
、
開
発
が
難
航
し
資
金
難
で
破
産
す

る
者
が
で
た
り
、
そ
も
そ
も
が
旱
魃
や
水
害
の

多
発
地
で
開
発
さ
れ
な
か
っ
た
荒
地
や
沼
地
、

山
林
だ
っ
た
た
め
、
開
発
後
に
水
害
で
破
壊
さ

れ
た
り
、
旱
魃
に
よ
っ
て
近
隣
の
村
と
の
水
争

い
が
発
生
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
で
す
。
最
大

の
失
敗
例
と
し
て
は
、
下
総
国
の
印
旛
沼
・
手

賀
沼
が
よ
く
引
き
合
い
に
だ
さ
れ
ま
す
。
近
隣

農
民
が
何
度
も
干
拓
に
挑
ん
だ
も
の
の
、
利
根

川
水
系
か
ら
の
水
の
逆
流
に
よ
っ
て
失
敗
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。
老
中
田
沼
意
次
や
水
野
忠
邦

ら
に
よ
る
、
幕
府
直
営
の
巨
費
を
投
じ
た
開
発

も
試
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
水
害
に
よ
る
堤
防
・

新
田
の
崩
壊
・
財
政
難
・
老
中
失
脚
等
に
よ
り
、

成
功
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い

ず
れ
も
第
２
次
世
界
大
戦
後
に
な
る
ま
で
本
格

的
な
干
拓
・
農
地
化
は
成
功
し
な
か
っ
た
の
で

す
。
（
次
号
に
続
く
）
（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
） 

           



 

 

→ 
関八州の治水工事や新田開発
等に多大なる業績をあげた伊
奈忠治の銅像（川口駅前キュ
ポ・ラ本館内）（『関東郡代伊奈
サミットの会』ＨＰより転載） 

← 
流域の新田開発により「沃野」が形成され，
その中を流れる小貝川と，そこにそそり立つ
筑波山（『写真と音楽あれこれ』ＨＰより転載） 
（撮影：平成 15年 11月，つくば市巡見橋） 

 

小貝川にある
現在の「豊田
堰」（上）と福
岡堰（左） 

徳川頼房の依頼で伊奈忠次が造った

水戸市の備前堀。忠次の像がありま
す（『水戸商工会議所』ＨＰより転載） 

「伊奈神社」（上）
毛有薬師堂内の「伊
奈忠治顕彰碑」（左） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

新
田
開
発
と
伊
奈
氏 

江
戸
初
期
の
新
田
開
発
に
あ
っ
て
、
大
き
く

貢
献
し
た
の
は
伊
奈
一
族
で
し
た
。
幕
府
初
期

の
「
関
東
代
官
伊
奈
氏
」
は
関
八
州
の
幕
府
直

轄
領
約
30
万
石
を
管
轄
し
、
行
政
・
裁
判
・
年

貢
徴
収
等
を
取
り
仕
切
り
、
警
察
権
も
統
括
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
将
軍
の
鷹
狩
り
を
す
る
た

め
の
鷹
場
の
管
理
も
担
当
す
る
な
ど
、
幕
府
組

織
の
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
た
の
で
す
。 

 
 

伊
奈
氏
の
陣
屋
は
、
は
じ
め
、
伊
奈
屋
敷
跡

が
現
在
も
残
る
武
蔵
国
小
室
（
現
埼
玉
県
北
足

立
郡
伊
奈
町
）
に
置
か
れ
、
後
に
同
国
赤
山
（
現

埼
玉
県
川
口
市
）
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

同
国
小
菅
（
現
東
京
都
葛
飾
区
小
菅
）
に
も
陣

屋
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
に
は
家
臣
を
代
官
と
し

て
配
置
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

家
康
の
入
府
（
秀
吉
の
全
国
統
一
の
後
、
従
来
の

支
配
地
で
あ
る
三
河
・
遠
江
・駿
河
・信
濃
・
甲
斐
の

領
地
150
万
石
を
召
し
上
げ
ら
れ
た
徳
川
家
康
が
、

あ
ら
た
め
て
北
条
氏
の
領
地
で
あ
った
武
蔵
・伊
豆
・

相
模
・
上
野
・
上
総
・
下
総
・
下
野
の
一
部
・
常
陸
の

一
部
250
万
石
を
与
え
ら
れ
、
北
条
氏
の
拠
点
小
田

原
で
は
な
く
、
江
戸
に
入
った
こ
と
。
な
お
家
康
は
、

入
府
を
、
農
業
社
会
で
の
祭
日
に
あ
わ
せ
て
、
八
朔

に
あ
た
る
８
月
１
日
に
し
ま
し
た
）
後
、
武
蔵
国
小

室
等
に
１
万
石
を
与
え
ら
れ
た
伊
奈
忠
次
は
、

関
東
代
官
頭
と
し
て
大
久
保
氏
・
彦
坂
氏
・
長

谷
川
氏
と
と
も
に
家
康
の
関
東
支
配
に
貢
献
し

ま
し
た
。
各
地
で
検
地
・
新
田
開
発
・
河
川
改

修
に
敏
腕
を
振
る
い
、
利
根
川
や
荒
川
の
付
け

替
え
普
請
・
知
行
割
・
寺
社
政
策
等
な
ど
、
江

戸
幕
府
の
財
政
基
盤
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
し

た
の
で
す
。
関
東
各
地
に
残
る
「
備
前
渠
」
「
備

前
堤
」
と
よ
ば
れ
る
運
河
や
堤
防
は
、
い
ず
れ

も
忠
次
の
官
位
「
備
前
守
」
に
由
来
し
て
い
ま

す
。 

 
  

        

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
忠
次
は
、
諸
国
か
ら

の
水
運
を
計
り
、
江
戸
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
と

と
も
に
、
農
民
に
は
炭
焼
き
・
養
蚕
・
製
塩
な

ど
を
す
す
め
、
桑
・
麻
・
楮
な
ど
の
栽
培
方
法

を
伝
え
広
め
た
た
め
、
神
仏
の
よ
う
に
厚
く
敬

わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
埼

玉
県
の
伊
奈
町
は
忠
次
に
ち
な
ん
で
「
伊
奈
」

の
名
を
町
名
と
し
、
ま
た
次
男
忠
治
は
、
茨
城

県
筑
波
郡
伊
奈
町(

現
つ
く
ば
み
ら
い
市
伊
奈

地
区)

の
町
名
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
県
を
超
え
て

親
子
二
代
で
地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

旧
筑
波
郡
伊
奈
町
と
伊
奈
忠
治 

伊
奈
忠
治
に
つ
い
て
は
、
父
忠
次
・
兄
忠
政

の
仕
事
を
引
き
継
ぎ
、
関
八
州
の
治
水
工
事
・

新
田
開
発
・
河
川
改
修
を
行
い
、
荒
川
開
削
・

江
戸
川
開
削
に
携
わ
り
ま
し
た
。
江
戸
初
期
の

利
根
川
東
遷
事
業(

江
戸
の
町
は
利
根
川
の
洪
水

に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
業
に
よ
り
、
利
根
川
は

現
在
の
流
路
に
近
く
な
り
、
江
戸
を
洪
水
の
危
険

か
ら
救
う
と
と
も
に
、
新
田
開
発
や
利
根
川
か
ら
関

宿
を
経
て
江
戸
に
繋
が
る
水
運
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た)

の
多
く
が
忠
治
の
業
績
で
あ

り
、
鬼
怒
川
と
小
貝
川
の
分
流
工
事
や
下
総

国
・
常
陸
国
一
帯
の
堤
防
工
事
を
担
当
し
ま
し

た
。
中
で
も
、
小
貝
川
に
は
、
上
流
か
ら
福
岡

堰
・
岡
堰
・
豊
田
堰
の
３
つ
の
堰
を
構
築
し
、

そ
の
結
果
、
単
に
地
域
を
洪
水
の
危
機
か
ら
救

っ
た
の
み
な
ら
ず
、
用
水
路
・
排
水
路
を
開
削

し
て
、
伊
奈
・
谷
和
原
３
万
石(

現
つ
く
ば
み
ら

い
市)

、
相
馬
２
万
石(

現
取
手
市
藤
代
地
区)

と

呼
ば
れ
る
美
田
地
帯
を
つ
く
り
出
す
大
事
業
も

成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

            

そ
し
て
、
忠
治
の
業
績
を
称
え
る
人
々
に
よ

っ
て
、
福
岡
堰
北
東
の
小
貝
川
堤
防
横(

つ
く
ば

市
真
瀬
地
区)

に
は
、
昭
和
16
（
1941
）
年
、
伊

奈
神
社
が
祀
ら
れ
、
今
日
で
も
そ
の
業
績
が
偲

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
取
手
市
内
毛
有
の
毛
有

薬
師
堂
境
内
に
は
、
昭
和
33
（
1958
）
年
、
伊
奈

忠
治
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

     
 
 
  
 
  

   
 
 
  
 
  

     

平成２５年９月１０日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第６０号 

校歌に謳われた沃野（その３） 

鮮烈なインパクトある響きで，耳に残って離れない豊かな大地・「沃野」。

作詞した堀越晋先輩（中 11 回卒）は，そこに，先人達に対する深い畏敬

の念を込めていたと言えます。豊かな大地は，幾世代にもわたる人々の知

恵と力，汗と涙の賜であることを，日々実感していたからでしょう。「沃

野」を考えるなかで，今号は，県南地区の新田開発を取り上げてみます。 



 

 

屋敷内を土盛りした家。（上）。納
屋にある舟３艘。以前は納屋の天
井に置かれていたという（上左）。
屋敷内にあってひときわ高い盛
土の上にある水塚と氏神様（右） 
 

県
外
文
化
財
視
察
が
実
施
さ
れ
ま
し
た 

 

平
成
25
年
度
県
外
文
化
財
視
察
は
７
月
27
日
（
土
）

に
大
曽
根
副
会
長
（
高
４
回
卒
）
・
豊
崎
校
長
（
高
25

回
卒
）
を
は
じ
め
、
県
教
育
庁
職
員
ら
多
数
の
関
係
者

の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
我
が
国
近

代
建
築
の
父
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
及
び
そ
の
薫
陶

を
受
け
た
辰
野
金
吾
の
作
品
群
を
訪
ね
な
が
ら
、
辰
野

の
愛
弟
子
、
本
校
旧
本
館
の
設
計
者
駒
杵
謹
治
を
し
の

ぶ
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
か
す
み
が
う
ら
・
石
岡
両
市
の

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
神
戸
信
俊
氏
（
高
19
回

卒
）
を
講
師
に
迎
え
、
日
本
銀
行
、
東
京
駅
丸
の
内
駅

舎
、
旧
岩
崎
邸
、
東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
（
こ
こ

は
東
京
大
学
工
学
部
教
授
池
田
誠
氏
（
高
39
回
卒
）

の
ご
案
内
）
な
ど
６
つ
の
建
造
物
を
視
察
し
ま
し
た
。 

軒
下
ま
で
浸
水
し
た
昭
和
25

年
の
藤
代
地
区
の
水
害

（
右
上
、『
写
真
記
録
茨
城
の
２
０
世
紀
』
よ
り
転
載
）

敷
地
の
周
り
に
列
植
さ
れ
た
屋
敷
林
と
生
垣
（
下
右
） 

排
水
路
と
し
て
屋
敷
を
囲
ん
で
い
る
構
堀
（
下
左
） 

 
新
田
開
発
村
の
低
湿
地
で
の
工
夫 

 
 

 

前
号
に
触
れ
た
よ
う
に
、
新
田
開
発
は
、
領

主
や
農
民
に
と
っ
て
収
入
増
に
繋
が
る
利
得
が

あ
り
ま
し
た
、
そ
の
一
方
で
、
多
く
の
リ
ス
ク

も
伴
い
ま
し
た
。
最
大
の
も
の
は
、
〝
水
へ
の

脅
威
〟
で
し
た
。
水
に
対
す
る
備
え
は
、
あ
ら

ゆ
る
知
恵
と
工
夫
を
結
集
し
て
対
策
が
講
じ
ら

れ
た
の
で
す
。
主
な
も
の
だ
け
を
あ
げ
て
み
て

も
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

① 

屋
敷
内
の
土
盛
り 

 

〝
水
対
策
〟
と
し
て
主
屋
部
分
に
盛
り
土
を

す
る
の
は
、
農
村
各
地
で
よ
く
目
に
す
る
光

景
で
す
が
、
新
田
開
発
村
の
中
で
は
、
屋
敷

地
全
体
に
盛
り
土
を
施
す
家
が
数
多
く
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
敷
全
体
が
水
田
面
よ
り

１
ｍ
以
上
も
盛
り
土
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
土
の
量
た
る
や
膨
大
な
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
を
、
何
キ
ロ
も
離
れ
た
台
地
か

ら
運
ん
で
き
て
い
る
の
で
す
。
自
然
災
害
に

備
え
、
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
努

力
・
忍
耐
に
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。 

② 

水
塚
・
水
屋 

 
 

屋
敷
内
の
一
角
に
特
に
高
く
土
を
積
み
、

そ
の
上
に
倉
庫
兼
住
居
用
設
備
を
持
つ
建
物

が
よ
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
水

塚
・
水
屋
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
ま
さ
に
水

害
時
に
は
緊
急
の
避
難
所
に
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
水
塚
は
普
段
は
倉
庫
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
常
に
緊
急
時

に
生
活
す
る
た
め
の
必
要
最
低
限
の
食
糧
が

収
納
さ
れ
、
人
が
寝
起
き
す
る
準
備
も
な
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

ま
た
、
盛
り
土
そ
の
も
の
に
も
興
味
深
い

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
取
手
市
藤
代
地

区
を
例
に
と
れ
ば
、
そ
れ
は
、
標
高
と
か
な

り
深
い
関
係
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
あ
る
も

の
は
周
囲
の
水
田
よ
り
３
ｍ
も
の
高
さ
が
あ

る
か
と
思
え
ば
、
あ
る
も
の
は
屋
敷
地
よ
り

わ
ず
か
40
㎝
、
水
田
面
か
ら
で
も
１
ｍ
に
す

ぎ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
25
（
1950
）

年
の
小
貝
川
堤
防
決
壊
に
よ
る
水
害
の
際
に

は
、
双
方
と
も
水
塚
の
土
台
部
分
が
水
に
浸

か
っ
た
程
度
で
、
大
事
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ

そ
う
で
す
が
、
標
高
の
低
い
前
者
の
家
で
は
、

主
屋
は
床
上
２
ｍ
ま
で
水
没
し
て
し
ま
う
洪

水
に
見
舞
わ
れ
、
改
め
て
そ
れ
よ
り
も
高
い

地
に
建
つ
〝
水
塚
〟
設
置
の
知
恵
を
実
感
し

た
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
を
み
て
も
、
先
人
達

は
屋
敷
の
標
高
を
日
頃
の
生
活
の
中
で
意
識

し
、
土
盛
り
の
高
さ
も
決
め
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
盛
り
土
は

近
隣
の
台
地
か
ら
運
ん
で
き
た
の
で
す
が
、

土
を
締
め
る
効
果
を
考
え
、
貝
塚
の
貝
を
含

む
土
を
利
用
し
て
い
る
水
塚
も
見
ら
れ
る
の

で
す
。
こ
れ
も
ま
た
生
活
の
知
恵
と
言
え
る

の
で
し
ょ
う
か
！ 

                
 
 
  
 
  
 
 

 

③ 

構
堀
（
か
ま
え
ぼ
り
） 

水
へ
の
備
え
に
は
構
堀
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
屋
敷
全
体
を
堀
で
囲
ん
だ
も
の
で
、

中
に
は
、
幅
４
～
５
ｍ
の
大
規
模
の
も
の
も

あ
り
ま
す
。
当
然
、
排
水
の
便
を
第
一
義
的

に
考
え
た
も
の
で
し
ょ
う
が
、
掘
り
上
げ
た

土
は
、
屋
敷
地
や
水
塚
の
盛
り
土
に
利
用
し

た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
も
っ
て
堀
内
側

に
土
塁
を
築
い
た
り
し
て
、
備
え
を
一
層
強

化
し
た
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
ま
す
。 

     
 
 
  
 
   

            

④ 

舟 

低
湿
地
の
水
田
地
帯
で
は
、
農
作
業
に
使

用
す
る
舟
と
は
別
に
、
緊
急
時
に
米
俵
等
を

載
せ
て
避
難
す
る
た
め
に
、
か
な
り
大
き
め

の
舟
が
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合
が
結
構
あ
り

ま
す
。
舟
は
、
ふ
だ
ん
は
納
屋
等
の
天
井
や

軒
に
吊
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
の
出
水
の

際
に
は
、
荷
物
を
積
ん
で
広
い
場
所
に
待
機

さ
せ
、
増
水
と
と
も
に
、
こ
れ
に
乗
っ
て
避

難
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

⑤ 

生
垣
・
屋
敷
森 

 
 
 
 

生
垣
は
ど
こ
の
農
村
を
訪
ね
て
も
一
般
に

見
か
け
る
風
景
で
す
。
防
風
の
備
え
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
そ
の
典
型
的
な
例
は
散
村
の

代
表
と
し
て
知
ら
れ
る
富
山
県
の
砺
波
平
野

が
有
名
で
す
。
（
わ
が
土
浦
一
高
を
含
め
、
明

治
期
の
旧
制
中
学
校
等
の
建
造
物
で
、
国
指
定

重
文
は
全
国
で
５
校
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
旧
富
山
県
立
農
学
校
（
現
南
砺
福

野
高
校
）は
そ
の
ど
真
ん
中
に
建
って
い
ま
す
）
た

だ
、
低
湿
地
に
お
け
る
生
垣
は
、
篠
竹
や
真

竹
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
単
に
防
風
が
ね
ら
い
で
は
な

く
増
水
の
際
の
ゴ
ミ
を
遮
る
目
的
を
持
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。 

 
 
 

屋
敷
森
も
台
地
状
の
農
村
に
は
よ
く
見
ら

れ
る
も
の
で
す
が
、
低
湿
地
に
お
い
て
は
、

生
活
上
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
「
た
き
木
」

や
建
築
材
を
確
保
し
た
い
と
の
ね
ら
い
が
顕

著
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
植
林
が
進
め
ら
れ

た
結
果
な
の
で
す
。
こ
れ
も
、
人
々
が
生
活

の
改
良
に
意
を
用
い
た
証
で
あ
り
、
そ
の
工

夫
に
は
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
。 

（
次
号
に
続
く
）
（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
） 

 

      

 



 

 

資料：総合開発研究機構「人口減少と総合国力に関する

研究」，国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資

料集 2004」 

← 
日本の人口の推移（『平成 16年版
少子化社会白書（全体版）』より転載） 
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

日
本
の
人
口
の
推
移 

奈
良
時
代
の
人
口
が
約
500
万
人
で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で

す
が
、
そ
の
数
値
は
あ
く
ま
で
推
計
で
あ
り
、

近
代
以
前
の
人
口
統
計
は
同
様
に
す
べ
て
推

計
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

我
が
国
で
は
７
世
紀
に
、
最
初
の
全
国
戸
籍

「
庚
午
年
籍
」
が
作
成
さ
れ
、
平
安
時
代
ま
で

続
き
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
現
存
せ
ず
、

具
体
的
な
数
字
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
『
日
本
書
紀
』
等
の
記
述
か
ら
、

戸
籍
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
ば
か
り
で
す
。
そ
の
後
、
奈
良
・

平
安
の
時
代
の
500
年
間
は
、
概
ね
500
万
人
か

ら
600

万
人
く
ら
い
で
推
移
し
た
と
い
う
の

が
、
多
く
の
研
究
者
の
一
致
し
た
見
方
で
す
。 

鎌
倉
か
ら
戦
国
期
の
い
わ
ゆ
る
中
世
の
400

年
間
に
あ
っ
て
は
、
農
業
技
術(

肥
料
・
鉄
製

の
農
具)

の
関
係
で
、
食
料
生
産
が
増
大
し
、

人
口
も
600
万
人
か
ら

1200
万
人
に
倍
増
し
た
と

言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
江
戸
時
代
の
新
田
開

発
等
に
よ
っ
て
、
270
年
後
の
明
治
５
年(

1872)

に
は
、

3480
万
人
に
増
大
し
て
い
ま
す
。 

明
治
４
年(

1871)

に
戸
籍
法
が
公
布
さ
れ
、

以
後
の
人
口
統
計
は
正
確
な
も
の
と
な
り
ま

す
が
、
明
治
45

年(

1912)

に
は

5000

万
人
を
超

え
、
昭
和
11
年(

1936)

に
は
明
治
初
期
の
人
口

の
倍
と
な
る

6925

万
人
に
ま
で
増
加
し
ま
し

た
。 そ

の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
20

年
代
前
半
に
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
迎
え
、
外
地
か

ら
の
引
き
揚
げ
も
加
わ
っ
て
、
昭
和
23
年
に

は
8000
万
人
を
超
え
、
昭
和
31
年(

1956)

に
は

9000

万
人
、
明
治
百
年
と
い
わ
れ
た
昭
和
42

年

(

1967)

に
は
、
つ
い
に
一
億
人
を
突
破
し
ま
し

た
。 

こ
の
よ
う
に
明
治
以
降
の
近
代
日
本
は
、

100
年
間
で
総
人
口
が
三
倍
に
な
る
と
い
う
人

口
拡
大
期
で
、
さ
ら
に
昭
和
46
年
か
ら
４
年

ほ
ど
は
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
と
言
わ

れ
、
人
口
が
急
増
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
人
口

は
増
え
続
け
、
平
成
22
年(

2010)

に
は
一
億

2806

万
人
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
減

少
傾
向
が
見
ら
れ
、
総
務
省
の
統
計
で
は
、
50

年
後
の

2060
年
に
は

8600
万
人
に
ま
で
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。 

明
治
以
降
の
耕
地
・
農
業 

明
治
以
降
の
人
口
の
増
加
に
対
し
て
、
耕
地

面
積
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
で
し
ょ
う

か
？ 江

戸
時
代
に
は
、
幕
府
や
諸
大
名
に
よ
っ

て
、
耕
地
の
拡
大
・
生
産
の
増
大
に
最
大
の
努

力
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
我
が
国
の
耕
地
面
積

は
約
200
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
約
400
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
へ
と
倍
増
し
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で

す
。 そ

の
後
も
、
明
治
43
年(

1910)

の
耕
地
面
積

が
約
510
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
さ
ら
に
昭
和
30
年

(

1955)

が
約
600
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
増
え
続
け
ま

す
。
た
だ
、
以
後
、
減
少
へ
と
転
じ
平
成
18
年

(

2006)

が
約
470

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成
22

年

(

2010)

に
は
423
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
こ
れ

は
概
ね
江
戸
末
期
の
耕
地
面
積
に
当
た
る
数

値
で
す
。 

明
治
以
降
の
耕
地
面
積
の
推
移
は
、
我
が
国

の
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ

の
増
加
は
、
旧
武
士
階
級
の
救
済
に
も
な
る
と

し
て
、
国
を
挙
げ
て
の
開
墾
・
開
拓
が
行
わ
れ

た
結
果
で
す
。
特
に
、
北
海
道
開
拓
使
を
設
け
、

積
極
的
に
北
海
道
の
開
拓
を
進
め
た
結
果
で

も
あ
り
ま
す
（
北
海
道
開
拓
で
は
、
広
い
植
民

区
画
と
散
居
村
落
の
中
で
、
家
畜
を
使
っ
た
欧

米
式
の
畑
作
農
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
当
時
の
開
拓
農
民
の
米
に
対
す
る

執
着
は
強
く
、
品
種
改
良
や
土
地
の
改
良
と
水

利
施
設
の
建
設
が
進
み
、
さ
ら
に
稲
の
栽
培
技

術
が
改
良
さ
れ
た
結
果
、
稲
作
が
拡
張
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
の
全

国
耕
地
面
積
約
400
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
、
北
海

道
は
約
四
分
の
一
の
100
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
水

田
に
限
っ
て
言
え
ば
、
全
国
ｇ
作
付
け
面
積

150
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
、
７
％
の
11
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
、
収
穫
高
日
本
一
を
新
潟
県
と
競
い
合

っ
て
い
ま
す
）
。 

そ
の
後
も
、
増
大
す
る
人
口
を
養
う
た
め
の

食
糧
増
産
が
必
要
と
な
り
、
耕
地
面
積
は
増
大

し
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ
、
昭
和
30
年
代
後

半
か
ら
は
、
工
業
の
発
展
の
た
め
多
く
の
工
場

用
地
が
必
要
に
な
り
耕
地
面
積
は
減
少
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
耕
地
面
積
の
推
移
の
み
か
ら

考
え
る
と
、
今
日
の
我
が
国
で
は
、
明
治
初
期

と
同
じ
く
ら
い
の

3000
数
百
万
人
分
し
か
食
料

を
自
給
で
き
な
い
計
算
に
な
り
ま
す
。
現
在
の

食
糧
自
給
率
が
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
39
％

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
現
状
で
は

5000
万
人

強
分
の
食
糧
生
産
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、

耕
地
面
積
の
大
小
の
み
で
、
食
糧
自
給
率
を
論

じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
自
明
の
理
で
す

が
！ 明

治
維
新
後
、
政
府
は
、
欧
米
に
追
い
つ
く

た
め
に
欧
米
文
化
を
導
入
し
、
殖
産
興
業
と
富

国
強
兵
策
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

も
、
政
府
は
財
政
基
盤
の
強
化
に
迫
ら
れ
、
廃

藩
置
県
・
田
畑
永
代
売
買
禁
止
の
解
除
な
ど
、

土
地
に
対
す
る
封
建
的
な
制
度
を
廃
止
し
た

上
で
、
徴
兵
令
・
学
制
と
な
ら
ぶ
三
大
改
革
と

も
言
う
べ
き
地
租
改
正
を
実
施
し
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
全
国
の
土
地
を
測
量
し
、
地
主
や
自
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校歌に謳われた沃野（その４） 
先人たちがつくり上げてくれた沃野が，私たちの生活を支えてきました。しかし

現在，多くの食糧が輸入に頼っている状況(中でも，小麦・大豆・トウモロコシなどは
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太平洋戦略的経済連携協定)交渉からも目を離すことができません。私たちの生

活の基盤である「食糧」問題は，避けて通れない事柄であり，農業全体について，

日本人全体が考え直す時期に至ったのではないでしょうか。 



 

 筑波山山麓の美田（上は土浦市内で，左は

つくば市内で筑波山を仰ぎ見た風景です） 

作
農
に
地
券
を
交
付
し
、
土
地
の
所
有
権
を
認

め
る
と
と
も
に
、
土
地
の
所
有
者
に
地
価
の

３
％
を
地
租
と
し
て
納
入
さ
せ
る
も
の
で
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
土
地
所
有
者
の
生
産
意
欲

は
向
上
し
、
民
間
資
本
に
よ
る
耕
地
開
発
が
積

極
的
に
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
耕
地
開
発
や
用
排
水
の
改
良

整
備
を
可
能
に
し
た
要
因
は
、
従
来
の
伝
統
的

農
業
土
木
技
術
に
加
え
、
セ
メ
ン
ト
・
ポ
ン

プ
・
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
に
代
表
さ
れ
る
欧
米
の
最

新
土
木
技
術
の
積
極
的
な
導
入
で
し
た
。 

ま
た
、
「
水
利
組
合
条
令(

明
22)

」
・
「
耕

地
整
理
法(

明
32)

」・｢

水
利
組
合
法(

明
41)｣

な
ど
の
法
整
備
に
よ
る
土
地
や
農
業
水
利
の

制
度
的
な
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
も
大
き

か
っ
た
の
で
す
。
食
糧
生
産
の
増
強
を
は
か
る

た
め
に
は
、
耕
地
を
水
害
か
ら
守
り
、
新
た
な

土
地
を
開
発
す
る
た
め
に
も
、
治
水
は
必
要
不

可
欠
の
問
題
で
す
。 

明
治
期
以
降
は
、
江
戸
期
に
発
達
し
た
河
川

舟
運
の
衰
退
と
と
も
に
、
河
川
工
事
も
舟
運
の

た
め
の
「
低
水
工
事
」
か
ら
河
川
に
堤
防
を
築

い
て
洪
水
を
防
ぐ
た
め
の
「
高
水
工
事
」
へ
と

転
じ
ま
し
た
。
法
的
に
も
、
明
治
29
年
の
全

国
的
な
大
洪
水
を
契
機
と
し
て
、「
河
川
法
」
・

「
砂
防
法
」
・
「
森
林
法
」
が
制
定
さ
れ
、
治

水
の
制
度
が
整
備
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
結

果
、
淀
川
・
利
根
川
・
信
濃
川
・
筑
後
川
な
ど

主
要
14
河
川
は
内
務
省
が
直
轄
し
て
、
他
は

各
府
県
が
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
全

国
的
に
河
川
の
管
理
が
行
き
届
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。
な
お
、
河
川
法
施
行
に
際
し
て
、

す
で
に
存
在
し
て
い
る
農
業
用
水
な
ど
は
法

に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
（
既

存
の
農
業
用
水
の
権
利
が
法
的
に
認
め
ら
れ

た
）
、
農
業
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
耕
地
の
開
発
や
改
良
整
備
の

技
術
的
・
制
度
的
基
礎
が
体
系
化
さ
れ
、
基
盤

整
備
が
近
代
国
家
の
中
心
的
施
策
と
し
て
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
口
増
を
補
う
食
糧

の
増
産
体
制
も
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

 
 
 

今
後
の
日
本
の
農
業 

 

明
治
以
降
、
増
え
続
け
る
人
口
と
生
活
向

上
に
よ
る
食
糧
需
要
増
を
ま
か
な
う
た
め
に
、

米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
増
産
が
、
食
糧

供
給
を
安
定
化
す
る
と
い
う
目
的
で
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
灌
漑
排
水
技

術
の
導
入
に
よ
り
水
田
を
「
乾
田
化
」
し
、
表

作
に
稲
、
裏
作
に
麦
等
を
栽
培
す
る
な
ど
の
土

地
利
用
率
の
向
上
が
す
す
め
ら
れ
、
食
糧
生
産

の
量
的
増
大
が
は
か
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ

の
間
、
家
畜
の
下
肥
・
金
肥
（
大
豆
か
す
や
魚

粉
な
ど
）
、
や
が
て
は
化
学
肥
料
を
大
量
に
投

入
し
、
生
産
性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

た
だ
、
肥
料
の
大
量
投
入
に
よ
る
、
作
物
の

長
大
化
と
倒
伏
、
雑
草
や
病
害
虫
の
問
題
が
発

生
す
る
の
で
す
が
、
農
薬
の
使
用
と
品
種
の
改

良
、
さ
ら
に
は
農
具
・
農
法
の
改
革
に
よ
っ
て

土
地
を
深
く
耕
す
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
こ
う
し

た
問
題
を
克
服
し
て
い
っ
た
の
で
す
。 

1960
年
代
に
な
る
と
、
農
業
の
機
械
化
が
す
す

み
、
機
械
化
は
無
理
と
考
え
ら
れ
て
い
た
稲
作

で
も
、
70
年
代
に
は
い
る
と
急
速
な
機
械
化

が
は
か
ら
れ
、
今
日
で
は
、
稲
作
が
最
も
人
手

の
い
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
同
時
に
60
年
代
以
降
の
高
度
経

済
成
長
期
以
降
は
、
既
述
の
と
お
り
、
農
地
の

工
場
用
地
や
住
宅
地
へ
の
転
用
が
す
す
み
、
さ

ら
に
は
農
業
就
業
者
の
減
少
・
老
齢
化
な
ど
多

く
の
問
題
が
あ
り
、
今
後
の
安
定
的
な
食
糧
生

産
を
危
惧
す
る
考
え
方
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。 

農
業
大
県
い
ば
ら
き 

茨
城
県
は
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
広
大

な
農
地
が
開
か
れ
、
温
和
な
気
候
、
大
消
費
地

東
京
に
近
い
な
ど
、
生
産
・
販
売
条
件
に
も
恵

ま
れ
、
全
国
屈
指
の
農
業
県
と
し
て
発
展
し
、

県
内
外
の
消
費
者
へ
の
食
料
供
給
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
園
芸
農

業
は
、
県
の
農
業
産
出
額
全
体
の
約
５
割
を
占

め
て
お
り
、
全
国
シ
ェ
ア
の
上
位
を
占
め
る
園

芸
品
目
が
数
多
く
あ
り
ま
す
（
全
国
１
位
：
メ

ロ
ン
、
ピ
ー
マ
ン
、
レ
ン
コ
ン
、
ミ
ズ
ナ
、
チ

ン
ゲ
ン
サ
イ
、
ク
リ
、
ミ
ツ
バ
、
ホ
シ
イ
モ
。

全
国
２
位
：
ハ
ク
サ
イ
、
レ
タ
ス
、
ナ
シ
、
ゴ

ボ
ウ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
パ
セ
リ
。
全
国
３
位
：

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ネ
ギ
、
ニ
ラ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
シ
ソ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
）
。
東
京
都

中
央
卸
売
市
場
に
は
150
品
目
も
の
青
果
物
が

出
荷
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
青
果
物
取
扱
金
額
は

全
国
１
位
の
552
億
円
、
平
成
16
年
か
ら
ト
ッ

プ
の
座
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
東
京
の

台
所
を
茨
城
が
支
え
て
い
ま
す
。 

茨
城
県
は
、
北
で
採
れ
る
農
産
物
の
南
限
、

南
で
採
れ
る
農
産
物
の
北
限
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
暖
か
い
地
方
で
な
け
れ
ば

育
た
な
い
ミ
カ
ン
と
、
寒
い
地
方
で
し
か
育
た

な
い
リ
ン
ゴ
。
こ
の
２
つ
の
農
産
物
を
商
品
と

し
て
生
産
さ
れ
る
県
は
、
茨
城
県
ぐ
ら
い
で

す
。(

た
だ
し
、
山
口
県
で
も
、
中
国
山
地
の

山
間
部
で
リ
ン
ゴ
が
生
産
さ
れ
、
そ
し
て
夏
み

か
ん
の
生
産
も
有
名
で
す
。
山
口
県
下
の
道
路

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
夏
み
か
ん
色
で
す) 

農
業
（
食
料
自
給
）
は
国
の
基
本
で
す
。
豊

か
な
農
産
物
を
産
出
す
る
茨
城
県
の
農
業
は
、

「
安
全
・
安
心
」
で
「
高
品
質
」
な
農
産
物
を

安
定
的
に
供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
が
認

め
る
ブ
ラ
ン
ド
品
と
な
る
よ
う
な
、
す
ぐ
れ
た

加
工
品
を
も
創
り
出
し
て
い
く
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。 

※ 

茨
城
の
統
計 

耕
地
面
積
（
Ｈ
22
）
17.5
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
全

国
２
位
）
・
農
家
戸
数
（
Ｈ
22
）
10.3
万
戸 

（
全

国
２
位
）
・
農
業
産
出
額
（
Ｈ
21
）
4170
億
円
（
全

国
２
位
）
う
ち
園
芸
部
門 

2044
億
円
（
全
国
３
位
） 

  

                      

   

次
号
は
「
筑
波
山
・
一
望
」
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
に
し
ま
す
。 

（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
・
松
井
泰
寿
） 



 

 

← 
霞ヶ浦から仰ぎ見る筑波山。湖岸に広がる街並み
は土浦市。市街地左端の高い建物が「ウララビル」
です。（撮影：平成 25年 11月，阿見町から） 

 

かすみがうら市志筑から見える筑波山。土浦方面の筑波山に

比べ，双峰の間隔が狭くなっています。手前は恋瀬川の堤防。 

鷲
の
住
む 

筑
波
の
山
の 

 

裳
羽
服
津
（
も
は
き

つ
）
の 

そ
の
津
の
上
に 

率
（
あ
ど
も
）
ひ
て 

未
通
女
（
を
と
め
）
壮
士
（
を
と
こ
）
の 

行
き
集

ひ 

か
が
ふ
か
が
ひ
に 

人
妻
に 

吾
（
あ
）
も

交
は
ら
む 

わ
が
妻
に 

人
も
言
問
へ 

こ
の

山
を 

領
（
う
し
は
）
く
神
の 

昔
よ
り 

禁
（
い

さ
）
め
ぬ
わ
ざ
ぞ 

今
日
の
み
は 

め
ぐ
し
も
な

見
そ 

言
（
こ
と
）
も
咎
む 

→ 
桜川市真壁から見
た筑波山（撮影：
平成 25年 11月） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

筑
波
山 

私
た
ち
茨
城
の
県
南
・
県
西
地
方
の
人
間
に

と
っ
て
、
筑
波
山
は
、
ま
さ
に
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

筑
波
山
は
決
し
て
独
立
峰
で
は
な
く
、
八
溝
山

系
の
南
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
姿
は
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
独
立
峰
に
も
見

え
、
ま
た
、
様
々
な
形
を
呈
す
る
こ
と
か
ら
、

ま
さ
に
「
我
が
筑
波
山
が
一
番
！｣

と
の
声
が

し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

筑
波
山
は
、
西
側
の
男
体
山(

標
高
871
ｍ)

と
東
側
の
女
体
山(

標
高
877
ｍ)

か
ら
な
り
、

雅
称
を
紫
峰
と
い
い
ま
す
。 

筑
波
山
全
域
が
水
郷
筑
波
国
定
公
園
に
指

定
さ
れ
た
保
護
エ
リ
ア
で
、
中
腹
か
ら
山
頂
付

近
は
特
別
保
護
区
（
自
然
公
園
法
）
に
指
定
さ

れ
、
樹
木
の
損
傷
・
植
裁
、
動
植
物
の
捕
獲
・

採
取
、
た
き
火
な
ど
の
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
『
万
葉
集
』
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
、

日
本
百
名
山
、
日
本
百
景
の
一
つ
と
さ
れ
て
お

り
、
開
聞
岳(

鹿
児
島
県
・
標
高
942
ｍ)

と
と

も
に
1000
ｍ
未
満
の
山
で
、
百
名
山
で
は
、
最

も
標
高
が
低
い
山
で
す
。 

 
 

男
体
山
・
女
体
山
の
山
頂
に
は
筑
波
山
神
社

の
本
殿
が
あ
り
、
山
腹
に
は
拝
殿
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
関
東
平
野
を
一
望
す
る
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
良
さ
か
ら
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
用
中
継

局
筑
波
山
レ
ピ
ー
タ
を
は
じ
め
と
し
て
、
気
象

観
測
や
無
線
通
信
の
上
で
も
重
要
な
拠
点
と

さ
れ
、
山
頂
付
近
に
は
数
多
く
の
ア
ン
テ
ナ
が

存
在
し
て
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
余
談
な
が
ら
、
太
平
洋
戦
争
劈
頭
の

真
珠
湾
攻
撃
の
実
施
を
命
じ
る
隠
語
は
「
ニ
イ

タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ
」
と
し
て
有
名
で
す
が
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
攻
撃
中
止

の
際
は
「
ツ
ク
バ
ヤ
マ
ハ
レ
」
で
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。 

筑
波
山
で
は
、
古
来
よ
り
農
閑
期
の
行
事
と

し
て
歌
垣
が
行
わ
れ
、
近
隣
か
ら
多
く
の
男
女

が
集
ま
っ
て
は
歌
を
交
わ
し
、
舞
い
、
踊
り
等

を
楽
し
む
習
慣
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
今
年
の
豊
穣
を
喜
び
祝
い
、
翌
年
の
豊

穣
を
も
祈
願
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
で
す
。

『
万
葉
集
』
第
９
巻
1796
番
収
録
の
高
橋
虫
麻

呂
の
歌
に
、 

   

       

と
、
歌
垣
へ
の
期
待
で
興
奮
す
る
気
持
ち
が
素

直
に
、
の
び
の
び
と
、
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

山
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
異
説
が
多
く
、
最

も
古
い
も
の
で
は
、
『
常
陸
風
土
記
』
に
あ
る

筑
箪
命(

つ
く
は
の
み
こ
と)

と
い
う
人
物
に

由
来
す
る
と
の
説
で
す
が
、
史
実
と
は
考
え
に

く
く
、
学
術
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。 

〇 

縄
文
海
進
に
よ
り
、
縄
文
時
代
の
筑
波
山

周
辺
に
は
、
波
が
打
ち
寄
せ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、｢

波
が
寄
せ
る
場｣

、
す
な
わ
ち｢

着
く
波｣

（つ
く
ば
）と
な
った
。 

〇 

縄
文
時
代
の
筑
波
山
周
辺
は
海
で
あ
り
、

筑
波
山
は
、
波
を
防
ぐ
堤
防
の
役
割
を
果
た

し
た
た
め
、｢

築
坡｣

（つ
き
ば
）と
呼
ば
れ
、
の
ち

に
筑
波
と
な
った
。 

〇 
｢

つ
く｣

は｢
尽
く｣

で｢

崖｣

を
意
味
し
、｢

ば｣

は｢

端｣

を
意
味
す
る
。 

〇 

新
た
に
開
発
し
て
築
い
た
土
地
と
し
て
、｢

つ

く
ば｣

は
、｢

築
地｣

な
い
し｢
佃
地｣

を
意
味
す

る
。 

〇 
｢

つ
く｣

は
、｢

斎
く｣

（い
つ
く
、
神
を
崇
め
祀

る)

、
あ
る
い
は ｢

突
く｣

（つ
く
、
突
き
出
す
）

で
あ
り
、｢

ば｣

は｢

山｣

を
意
味
す
る
。 

〇 
｢

平
野
の
中
に
独
立
し
て
あ
る
峰｣

の
意
で
あ

る｢

独
坡｣

に
ち
な
む
。 

〇 

ア
イ
ヌ
語
のtuku-pa

（
と
が
った
頭
）ま
た
は

tukupa(

刻
み
目)

に
ち
な
む
。 

               

筑
波
山
の
成
り
立
ち
か
ら
歴
史
時
代
へ 

 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
筑
波
山
の
成
り
立
ち
を
見

て
み
ま
す
と
、
は
る
か
１
億
年
以
上
も
前
の
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

今
か
ら
１
億
数
千
万
年
前
の
日
本
は
、
海
底

の
隆
起
・
沈
降
が
繰
り
返
え
さ
れ
た
時
期
を
迎

え
ま
す
が
、
筑
波
山
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
１

億
５
千
万
年
ほ
ど
前
、
地
上
に
そ
の
姿
を
現
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ば
筑
波
山
第
一
世

の
誕
生
で
す
。
山
頂
付
近
は
黒
色
の
ハ
ン
レ
イ

岩
、
山
腹
以
下
は
白
色
の
カ
コ
ウ
岩
か
ら
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
火
成
岩
で
す
か
ら
、
元
来
、

地
中
の
マ
グ
マ
が
、
固
ま
っ
て
形
成
さ
れ
た
岩

石
で
す
。
た
だ
、
そ
の
ま
ま
今
日
の
筑
波
山
に

平成２５年１１月１９日 

茨城県立土浦第一高等学校 
進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第６２号 

校歌に謳われた「筑波山」（その１） 
「♪…関八州の重鎮とて そそりたちたり筑波山…」と本校生が歌う筑波山。ある

調査によれば，県内の県立高校の 80校以上の校歌にも謳われているといいます。

また，小紙 53 号では，明治 43（1910）年 10 月の高田保氏（中 12 回卒）に

よる「筑波登山」を紹介しましたが，旧制中学校時代以来，「遠足」「歩く会」等

を通して，どれほど多くの本校生・先輩方が登ってきたのでしょうか。今回は余り

にも慣れ親しむ「筑波山」の歴史や自然などについて取り上げてみたいと思います。 



 

 

つくば市内の国指定史跡「平沢官衙
遺跡」。後方には筑波山が聳えます。 

旧
本
館
玄
関
天
井
壁
が
落
下 

 

10
月
31
日
・
11
月
11
日
の
地 

震
に
よ
り
、
下
の
写
真
の
よ
う
に 

天
井
壁
が
落
下
し
ま
し
た
。
ひ
び 

割
れ
も
広
範
囲
に
な
り
、
貴
重
な 

「
漆
喰
装
飾
」
さ
え
損
壊
し
か
ね 

な
い
状
況
で
す
。
早
急
な
対
策
を 

関
係
方
面
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。 

「筑波山可視マップ」。中央の色の違う地域と，

関東甲信地区の▲印山が可視範囲です。 

石岡市園部川から仰ぐ
筑波山。男体山が女体山

の後ろに隠れてしまい
ます。（上）筑西市赤浜
から眺める筑波山（左） 

な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
、
海
底
に
沈

下
し
、
今
か
ら
１
億
年
ほ
ど
前
、
再
び
地
上
に

姿
を
現
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
が
、
筑
波
山
二
世
の
誕
生
で
す
。 

 

そ
の
後
も
日
本
列
島
で
は
、
大
き
な
地
殻
変

動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
今
日
へ
と
至
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
筑
波
山
で
は
、
断
層
に
よ
り

二
つ
の
峰
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

20
万
年
ほ
ど
前
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 
 

や
が
て
、
人
類
が
登
場
し
、
筑
波
山
周
辺
で

も
人
間
の
営
み
が
展
開
し
て
い
く
わ
け
で
す
。 

 
 

特
に
、
最
後
の
氷
河
期
が
終
わ
り
縄
文
期
を

迎
え
る
１
万
年
程
前
に
な
る
と
、
温
暖
化
に
よ

る
海
進
に
よ
り
、
筑
波
山
の
麓
ま
で
海
水
が
入

っ
て
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
は
当
時
の
人
間
に
と
っ
て
、
食
糧
と
し
て

の
魚
貝
を
入
手
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
点

で
、
温
暖
化
と
と
も
に
住
み
や
す
く
な
っ
た
と

言
え
ま
す
。
同
時
に
、
大
変
活
動
的
な
環
境
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
筑
波
山
か
ら
霞

ヶ
浦
に
至
る
洪
積
台
地
の
縁
辺
に
、
多
く
の
貝

塚
・
住
居
跡
が
今
日
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

歴
史
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
筑
波
山
は
、
い

つ
も
、
こ
の
地
域
の
中
心
に
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

律
令
時
代
に
は
、
常
陸
国
府
中(

現
石
岡
市)

か
ら
、
筑
波
山
塊
の
南
を
経
て
筑
波
山
南
麓
に

至
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
郡
衙
と
称
す
る
役
所

が
置
か
れ
ま
し
た
。 

そ
の
一
部
が
、
平 

沢
官
衙
遺
跡
で
、 

昭
和
50
年
に
そ
の 

重
要
性
が
知
ら
れ
、 

５
年
後
に
国
史
跡 

と
し
て
指
定
さ
れ 

ま
し
た
。
平
成
５ 

年
か
ら
の
確
認
調 

査
を
経
て
、
施
設
等
も
復
元
さ
れ
、
平
成
15
年

か
ら
、
遺
跡
公
園
と
し
て
、
一
般
に
公
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

             
平
安
中
期
以
降
の
武
士
が
活
躍
す
る
社
会

に
な
る
と
、
筑
波
山
は
、
荘
園
を
巡
る
争
い
の 

ま
っ
た
だ
中
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

10
世
紀
に
生
起
し
た
〝
平
将
門
の
乱
〟
の
関

係
者
の
拠
点
は
、
い
ず
れ
も
筑
波
山
の
南
麓
か

ら
西
麓
に
広
が
る
沃
野
に
あ
り
、
豊
か
な
土
地

を
巡
っ
て
の
一
族
の
争
い
だ
っ
た
の
で
す
。
乱

後
の
筑
波
山
麓
は
、
将
門
の
乱
を
制
し
た
、
将

門
の
従
兄
弟
平
貞
盛
の
血
筋
が
支
配
し
、
筑
波

山
の
南
に
あ
る
多
気
山
を
拠
点
と
し
、
多
気
氏

を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
多
気
山
は
標
高

120
ｍ
余
の
山
で
す
が
、
後
に
筑
波
山
を
仰
ぎ
、

南
か
ら
西
に
は
、
一
面
、
沃
野
を
見
晴
ら
す
戦

略
上
の
一
大
拠
点
で
す
。
現
在
も
山
頂
付
近
に

は
空
堀
や
土
塁
、
建
物
の
礎
石
な
ど
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
多
気
氏
は
、
常
陸
大
掾
な

る
役
職
に
就
き
、
役
職
名
か
ら
大
掾
氏
を
名
乗

る
よ
う
に
な
り
、
筑
波
山
麓
の
一
大
勢
力
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

 
 

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
多
気
山
の
大
掾
氏
の

目
と
鼻
の
先
に
あ
た
る
小
田
の
地
を
、
恩
賞
と

し
て
八
田
氏
（
後
の
小
田
氏
）
が
獲
得
し
、
小

田
城
を
築
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
掾
氏
と
八

田
氏
は
争
う
よ
う
に
な
り
、
敗
れ
た
大
掾
氏
の

支
配
地
は
一
族
の
馬
場
氏
が
継
承
し
ま
す
が
、

拠
点
は
現
在
の
石
岡
に
移
り
、
多
気
城
は
寂
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
八
田

氏
一
族
が
、
筑
波
山
麓
の
一
大
勢
力
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。 

  

な
お
、
こ
の
時
代
、
筑
波
山
は
し
ば
し
ば
和

歌
の
題
材
と
な
り
、
多
く
の
歌
集
に
載
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。(

『
新
古
今
和
歌
集
』
・
『
風
雅

集
』
・
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
な
ど) 

そ
の
後
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
の
南
北
朝
の
時

代
に
な
る
と
、
小
田
氏
は
、
下
妻
城
主
下
妻

氏
・
関
城
主
関
氏
・
笠
間
城
主
笠
間
氏
ら
と
と

も
に
、
後
醍
醐
天
皇
の
南
朝
方
に
つ
き
、
足
利

尊
氏
に
従
っ
た
常
陸
太
田
の
佐
竹
氏
と
激
し

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
南
朝

方
の
北
畠
親
房
が
、
南
朝
の
正
当
性
を
強
調
し

た
『
神
皇
正
統
記
』
を
著
す
の
は
、
小
田
城
か

ら
関
城
に
滞
在
し
た
時
で
し
た
。 

  

や
が
て
、
足
利
氏
に
よ
る
足
利
幕
府
が
成
立

し
ま
す
が
、
筑
波
周
辺
の
政
情
は
安
定
せ
ず
、

小
田
一
族
、
結
城
一
族
、
下
妻
の
多
賀
谷
一
族
、

常
陸
太
田
の
佐
竹
一
族
、
宇
都
宮
一
族
な
ど
が

互
い
に
争
う
状
況
が
続
い
た
の
で
す
。
戦
国
期

に
な
る
と
、
越
後
の
上
杉
謙
信
も
こ
の
地
に
出

兵
す
る
な
ど
、
戦
い
は
、
限
り
な
く
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
天
正
18
（
1590
）
年
、
当
主
小
田
氏

治
が
敗
死
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
か

ら
400
年
続
い
た
名
門
も
滅
び
る
こ
と
に
な

り
、
ま
も
な
く
、
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
戦
乱
の

時
代
に
幕
が
引
か
れ
、
筑
波
山
一
帯
に
も
平
和

が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

筑
波
山
か
ら
の
眺
望 

 

現
在
、
筑
波
山
頂
か
ら
の
眺
望
と
し
て
は
、

北
は
八
溝
山
塊
か
ら
、
西
に
向
か
っ
て
日
光
男

体
山
・
赤
城
山
・
妙
義
山
、
秩
父
の
山
々
か
ら

富
士
・
箱
根
方
面
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
南
は

東
京
の
高
層
ビ
ル
群
か
ら
房
総
半
島
の
山
塊
、

東
は
霞
ヶ
浦
か
ら
鹿
行
の
台
地
、
と
い
う
ふ
う

に
、
ま
さ
に
関
東
一
帯
を
眺
め
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
冬
の
気
象
条
件
の

整
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
は
、

春
霞
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
、
か
す
か

に
見
え
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
！ 

 

次
の
図
は
、
筑
波
山
か
ら
見
え
る
範
囲
を

あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
地
図
上
で
ピ
ン
ク
の
地

域
が
筑
波
山
か
ら
見
え
る
範
囲
で
、
▲
で
示
し

た
山
が
見
え
、
▲
は
他
の
山
の
陰
に
な
っ
て
見

え
な
い
山
で
す
。(

こ
の
図
は
、
高
21
回
卒
・

鈴
木
道
信
の
作
成
に
よ
る
も
の
で
す) 

（
次
号
に
続
く
）
（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
） 

              



 

 

← 
男体・女体の双峰を御神体として，南腹
に鎮座する筑波山神社。古来から多くの
詩歌に詠われ、伝説に彩られた地です。 

※ 

鬼
門
…
北
東
で
う
し
と
ら(

丑
と
寅
の
間)

。
陰
陽

道
で
は
、
鬼
が
出
入
り
す
る
方
角
で
あ
る
と
し
て
、

万
事
に
忌
む
べ
き
方
角
と
し
て
い
る
。
鬼
門
と
は
反

対
の
、
南
西(

ひ
つ
じ
さ
る)

の
方
角
を
裏
鬼
門
と
い

い
、
こ
れ
も
忌
み
嫌
わ
れ
る
。 

由
来
は
様
々
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
、
鬼

門
の
方
向
へ
の
造
作
・
移
徒(
わ
た
ま
し
、
貴
人
の

引
越)

は
忌
む
べ
き
と
さ
れ
、
人
々
は
鬼
門
の
方
角

に
桃
の
木
を
植
え
た
り
、
鬼
門
の
反
対
方
角
が
申

(

さ
る)

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
猿
の
像
を
鬼
門
避
け

と
し
て
祀
っ
た
り
し
た
。
現
在
で
も
、
家
の
中
央

か
ら
見
て
鬼
門
に
当
た
る
方
角
に
門
や
蔵
、
水

屋
・
便
所
・
風
呂
な
ど
の
水
を
扱
う
場
所
を
置
く

こ
と
を
忌
む
風
習
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ

て
の
都
市
計
画
に
あ
っ
て
は
、
平
城
京
で
は
鬼
門

の
方
向
に
東
大
寺
が
、
裏
鬼
門
は
植
槻
八
幡
宮
が
、

平
安
京
で
は
大
内
裏
か
ら
鬼
門
の
方
向
に
比
叡
山

延
暦
寺
が
、
裏
鬼
門
の
方
向
に
石
清
水
八
幡
宮
が
、

鎌
倉
で
は
幕
府
か
ら
鬼
門
方
向
に
荏
柄
天
神
が
、

裏
鬼
門
に
夷
堂
が
、
江
戸
で
は
江
戸
城
の
鬼
門
に

東
叡
山
寛
永
寺
が
、
裏
鬼
門
に
増
上
寺
が
、
そ
れ

ぞ
れ
置
か
れ
た
。 

→ 
知足院中禅寺
の名跡を継い
だ現在の筑波
山大御堂。 

 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

江
戸
時
代
の
筑
波
山 

万
葉
の
世
か
ら
歌
に
詠
わ
れ
て
き
た
筑
波

山
。
古
く
か
ら
関
東
地
方
の
人
間
に
と
っ
て
は

特
別
な
存
在
で
あ
り
続
け
、
そ
れ
が
江
戸
時
代

に
な
る
と
、
徳
川
氏
の
信
仰
と
、
平
和
な
時
代

の
到
来
に
よ
る
人
々
の
信
仰
心
が
、
相
ま
っ
て

一
層
身
近
な
山
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

徳
川
家
康
は
、
江
戸
城
に
入
る
と
、
北
東
に

そ
び
え
る
筑
波
山
が
江
戸
城
の
鬼
門
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
使
者
を
派
遣
し
て
江
戸
城
の
安

全
鎮
護
を
祈
願
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
天
下
を
平
定
し
た
後
は
、
筑
波
山
を
徳
川

家
の
祈
願
所
と
し
、
知
足
院
中
禅
寺
に
対
し

て
、
寺
領
500
石
を
安
堵
す
る
な
ど
、
筑
波
山

に
対
し
て
優
遇
す
る
政
策
を
と
り
ま
す
。 

                     

そ
の
後
、
三
代
将
軍
家
光
の
時
に
は
、
幕
府

は
中
禅
寺
の
社
殿
建
築
に
着
手
し
ま
す
。
資
材

の
搬
入
の
た
め
に
、
直
線
に
近
い
新
登
山
道
ま

で
切
り
開
か
せ
た
ほ
ど
に
大
規
模
な
造
営
工

事
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
も
当
時
の
名
残
は
筑

波
山
神
社
へ
の
参
道
に
あ
る｢

神
橋｣

に
と
ど

め
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
筑
波
神
社
境
内
の
日
枝

神
社
・
春
日
神
社
・
厳
島
神
社
・
旭
稲
荷
も
家

光
の
時
代
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
う
し
た
幕
府
の
取
り
組
み
は
、
「
筑
波
ブ

ー
ム｣

を
引
き
お
こ
し
、
参
拝
者
・
登
山
者
が

に
わ
か
に
増
え
、
新
し
い
参
道
沿
い
は
、
宿

屋
・
土
産
屋
・
遊
郭
な
ど
で
繁
栄
を
極
め
た
と

い
う
こ
と
で
す
。 

 
 

ま
た
、
仏
教
の
修
行
場
と
し
て
も
名
高
く
な

り
、
中
腹
一
帯
に
日
輪
院
・
月
輪
院
・
華
蔵
院
・

大
慈
院
な
ど
の
僧
坊
が
で
き
、
僧
侶
も
300
人

を
越
す
ほ
ど
に
な
る
な
ど
の
隆
盛
を
み
せ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
中
禅
寺
は
坂

東
三
十
三
カ
所
の
巡
礼
地
の
う
ち
第
二
十
五

番
札
所
と
な
り
、
白
装
束
の
巡
礼
が
、
山
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
の
賑
わ
い
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 

加
え
て
、
平
和
が
続
い
た
江
戸
期
に
は
、
文

芸
活
動
も
活
発
に
な
り
ま
す
。
か
つ
て
歌
に
詠

わ
れ
た
筑
波
山
は
、
俳
句
の
世
界
で
も
格
好
の

題
材
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 
 

俳
句
は
室
町
時
代
に
流
行
っ
た
連
歌
か
ら

分
か
れ
、
松
尾
芭
蕉
ら
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た

世
界
で
最
も
短
い
文
学
で
す
。 

 
 

そ
の
芭
蕉
は
、
貞
享
４
年(

1687)

年
、
鹿
島

神
宮
参
拝
の
旅
を
し
て
『
鹿
島
紀
行
』
な
る
紀

行
文
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
旅
の
途
中
現
在
の

千
葉
県
船
橋
市
近
辺
に
さ
し
か
か
っ
た
折
、
北

方
に
筑
波
山
を
み
て
、｢
歌
を
詠
ま
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
し
、
俳
句
を
作
ら
ず
に
は
行
き
過
ぎ

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
ま
こ
と
に
愛
す
べ
き
山

だ
。｣

と
書
き
残
し
、
弟
子
服
部
嵐
雪
の 

 

雪
は
申
さ
ず 

ま
ず
む
ら
さ
き
の 

つく
ば
か
な 

の
句
を
引
用
し
て
、
筑
波
山
の
美
し
さ
を
褒
め

称
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
筑
波
山
は
さ
ら

に
有
名
に
な
り
、
後
世
の
俳
人
た
ち
が
こ
の
句

を
ま
ね
て
、
筑
波
山
を
「
む
ら
さ
き
の
山
」
と

よ
ん
だ
た
め
、
や
が
て｢

紫
山｣

な
い
し｢

紫
峰｣

の
別
名
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 
 

そ
の
ほ
か
、
芭
蕉
の
弟
子
宝
井
其
角
も
江
戸

の
両
国
橋
に
立
っ
て
、 

 

あ
か
つき
の 

筑
波
に
た
つや 

寒
念
仏 

と
の
一
句
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
は
今

と
異
な
り
空
気
が
澄
ん
で
い
て
、
江
戸
の
町
な

か
か
ら
で
も
、
雪
の
翌
日
の
青
空
に
浮
か
ぶ
純

白
の
筑
波
山
や
早
春
の
霞
に
浮
か
ぶ
紫
の
山

が
見
え
、
江
戸
の
人
た
ち
は
俳
句
を
そ
の
ま
ま

体
験
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。 

 

遠
く
か
ら
の
筑
波
山
で
は
飽
き
た
ら
ず
、
実

際
山
に
登
っ
た
俳
人
も
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
芭
蕉

の
弟
子
の
桃
隣
は
、
元
禄
10(

1697)

年
、
舟
で

霞
ヶ
浦
か
ら
土
浦
を
経
て
、
筑
波
山
に
向
か
う

の
で
す
が
、
土
浦
は
桜
の
時
期
で
、 

 
 

土
浦
の 

花
や
手
に
と
る 

筑
波
山 

筑
波
山
の
険
し
い
登
山
道
で
は 

 
 

筑
波
ね
や 

す
べ
って
こ
け
て 

藤
の
花 

の
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
く
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

さ
ら
に
、
与
謝
蕪
村
は
寛
保
２(

1742)

年
か

ら
宝
暦
元(

1751)

年
ま
で
、
結
城
や
下
館
の
友

人
の
家
を
転
々
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
筑
波

山
や
桜
川
に
関
す
る
俳
句
を
残
し
て
い
ま
す
。 

  

ゆ
く
年
や 

あ
く
た
流
る
る 

桜
川 

 

冬
ざ
れ
や 

木
々
数
う
べ
き 

筑
波
山 

 
 

や
や
時
代
が
さ
が
っ
て
天
明
元(

1781)

年
、

句
界
の
第
一
人
者
大
島
蓼
太
が
、
竜
ヶ
崎
在
住

の
弟
子
杉
野
翠
兄
に
誘
わ
れ
、
筑
波
登
山
の
旅

に
出
ま
し
た
。
中
腹
の
大
御
堂
で
は
、 
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堂
高
し 

千
手
に
茂
り 

き
り
開
く 

ま
た
、
神
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
は
、
女
人
禁
制

が
普
通
で
し
た
が
、
筑
波
山
は
女
も
登
る
こ
と

が
可
能
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、 

 

オ
シ
の
巣
も 
か
け
て
頼
む
や 

筑
波
山 

さ
ら
に
、
下
山
道
の｢
胎
内
く
ぐ
り｣

と
い
う
大

岩
の
抜
け
穴
を
く
ぐ
っ
て
、 

 

下
闇
を 

出
て
こ
そ
思
へ 
母
の
恩 

の
句
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 
 

そ
し
て
、
文
化
・
文
政
期(

1804
～

1829)

の
小

林
一
茶
も
、
両
国
橋
か
ら
の
筑
波
山
を
、 

 

春
立
つ
や 

見
古
し
た
れ
ど 

筑
波
山 

そ
し
て
、
自
宅
の
庭
の
垣
根
越
し
の
筑
波
を
、 

 

ス
イ
セ
ン
や 

か
き
に
ゆ
い
込
む 

筑
波
山 

と
、
詠
ん
で
い
ま
す
。 

 

明
治
以
降
の
筑
波
山 

 

明
治
維
新
後
の
筑
波
山
は
、
様
子
が
大
き
く

変
化
し
ま
す
。
幕
府
が
消
滅
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー

が
い
な
く
な
り
、
寺
院
の
経
済
状
況
が
激
変
し

た
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
明
治
維
新
政
府
の
と

っ
た
神
仏
分
離
令
・
神
社
制
度
の
採
用
や
神
道

優
遇
策
が
、
人
々
の
動
き
に
大
き
く
関
わ
っ
て

く
る
の
で
す
。
そ
の
中
で
と
り
わ
け
、
〝
排
仏

毀
釈
〟
の
動
き
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
神
仏
分
離
令
は
単
に
神
道
と
仏
教
の
分
離

が
目
的
で
、
仏
教
排
斥
を
目
的
に
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
国
規
模
で
神
仏
習

合
の
禁
止
・
仏
像
の
神
体
と
し
て
の
使
用
禁

止
・
神
社
か
ら
仏
教
的
要
素
の
払
拭
な
ど
に
発

展
し
、
つ
い
に
は
祭
神
の
決
定
・
寺
院
の
廃

合
・
僧
侶
の
神
職
へ
の
転
向
・
仏
像
仏
具
の
破

壊
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
混
乱
に
陥
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
明
治
４
年(

1871)

寺
社
領
上
地
令

が
発
せ
ら
れ
、
境
内
を
除
き
、
寺
や
神
社
の
領

地
が
国
に
没
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま

で
に
暴
力
的
な
破
壊
を
被
っ
て
い
た
寺
が
、
経

済
的
な
基
盤
も
失
う
こ
と
に
な
り
、
一
層
困
窮

し
、
荒
廃
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
多
く
の

寺
院
で
は
、
仏
像
等
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
経
済
的
な
理
由
で
仏
像
等
を
売
り
に

出
す
例
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
っ
た
の
で

す
。
例
え
ば
、
現
在
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

奈
良
の
興
福
寺
「
五
重
塔
」
は
、
わ
ず
か
25
円

で
売
り
に
出
さ
れ
、
薪
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
安
徳
天
皇
陵
と
平
家
を

祀
る
塚
を
境
内
に
持
ち
、
『
耳
な
し
芳
一
』
の

舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
る
、
山
口
県
下
関
の
阿

弥
陀
寺
も
廃
さ
れ
、
赤
間
神
宮
と
な
り
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。
筑
波
山
も
例
外
で
は

な
く
、
戸
長
ら
を
中
心
と
し
た
住
民
に
よ
っ
て

知
足
院
中
禅
寺
が
壊
さ
れ
、
多
く
の
仏
具
や
仏

画
が
焼
却
さ
れ
、
次
い
で
、
大
御
堂
・
三
重
塔
・

十
一
面
観
音
像
な
ど
が
打
ち
壊
さ
れ
た
の
で

す
。
奈
良
時
代
末
か
ら
続
い
た
寺
が
、
僅
か
の

日
数
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
江
戸
時
代
は
特
に
繁
栄

し
た
筑
波
山
も
火
の
消
え
た
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
寺
を
壊
し
て
神

社
だ
け
に
な
っ
た
筑
波
山
で
は
、
山
頂
に
本

殿
、
山
腹
に
拝
殿
を
設
置
し
、｢

本
殿
と
拝
殿

の
間
は
す
べ
て
境
内
で
あ
る｣

と
し
、
政
府
の

朱
印
地
没
収
を
免
れ
、
山
全
体
が
神
社
所
有
と

す
る
こ
と
で
、
氏
子
で
あ
る
筑
波
の
住
民
は
そ

の
後
も
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
浴
し
ま
す
。 

 
 

中
禅
寺
を
破
壊
し
、
神
社
境
内
と
す
る
こ
と

で
、
山
は
確
保
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
代
償
と

し
て
多
数
の
参
拝
者
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
の
参
拝
者
は
、
千
手
観
音
の
ご

利
益
が
目
当
て
で
の
登
山
者
だ
っ
た
の
で
す
。

宿
屋
・
茶
屋
な
ど
も
登
山
客
の
減
少
に
伴
い
、

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も
多
く
、
あ
れ
ほ

ど
繁
栄
し
た
筑
波
山
も
あ
っ
と
い
う
間
に
寂

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
明
治
６
年

(

1873)

年
に
は
、
江
戸
屋
の
主
人
が
洋
式
旅
館

(

当
時
の
人
た
ち
は｢

オ
ラ
ン
ダ
屋
敷｣

と
呼
ん

だ
と
い
う)

を
完
成
さ
せ
た
り
、
明
治
12
（

1879
）

年
に
は
戸
長
ら
が
中
心
に
な
っ
て
大
御
堂
跡

で
「
全
国
大
博
覧
会
」
を
開
い
た
り
し
て
、
集

客
の
た
め
の
努
力
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
物
珍
し
さ
も
手
伝
っ
て
一
時
的
に
は
登

山
客
が
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
ま
た
、

山
は
寂
れ
る
一
方
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 
 

そ
う
し
た
中
、
明
治
35(

1902)

年
、
筑
波
山

頂
に
気
象
観
測
所
「
山
階
宮
筑
波
山
測
候
所｣

(

明
治
44
年
、
中
央
気
象
台
付
属
筑
波
山
観
測

所
と
な
る)

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

大
正
７
年
に
筑
波
鉄
道
の
開
業
、
大
正
10
年

に
筑
波
山
微
動
観
測
所(

後
、
東
大
地
震
研
究

所
筑
波
山
支
所)

の
開
設
、
大
正
11
年
に
中
腹

ま
で
の
自
動
車
道
路
の
開
通
、
大
正
12
年
に

登
山
バ
ス
の
運
行
開
始
、
大
正
14
年
に
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
開
通
、
さ
ら
に
、
昭
和
21
年
に

山
頂
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
技
術
研
究
所
自
動
中
継
所
の

開
設
、
昭
和
27
年
に
電
々
公
社
の
筑
波
無
線

中
継
所
の
設
置
な
ど
が
続
き
、
信
仰
の
山
が
、

科
学
の
山
へ
と
脱
皮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
筑
波
へ
の
登
山
客
も
、
か
つ
て

ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
増
加
の
傾
向
を
示

し
て
い
く
の
で
す
。
特
に
、
大
正
７
（

1918
）

年
の
筑
波
鉄
道
の
開
業
は
、
筑
波
山
に
と
っ
て

大
き
な
出
来
事
で
、
最
盛
期
を
迎
え
た
昭
和

30
年
代
後
半
か
ら
は
、
土
浦
駅
・
筑
波
駅
間

に
は
急
行
列
車
も
運
行
さ
れ
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン

に
は
上
野
駅
や
日
立
駅
か
ら
国
鉄
の
客
車
列

車
が
筑
波
駅
ま
で
乗
り
入
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ

い
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
筑
波
鉄
道
の
乗
客
は

急
減
し
、
昭
和
62
（

1987
）
年
に
、
国
鉄
分
割

民
営
化
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
筑
波
鉄
道
は
廃

止
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
間
、
筑
波
山
で
は
、

自
家
用
車
利
用
者
の
た
め
の
道
路
の
整
備
や

駐
車
場
の
設
置
に
つ
と
め
、
あ
る
程
度
の
観
光

客
は
確
保
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
動
車

の
小
回
り
の
利
く
便
利
さ
ゆ
え
か
、
宿
泊
を
伴

う
登
山
客
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る

ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
筑
波
山
は
様
々
な
歴
史
を
た

ど
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

1960
年
代
か
ら
は
、

そ
の
南
側
山
麓
一
帯
で
筑
波
研
究
学
園
都
市

と
し
て
の
開
発
が
進
み
、
昭
和
62(

1987)

年
に

は
筑
波
郡
谷
田
部
町
・
豊
里
町
・
大
穂
町
・
新

治
郡
桜
村
が
合
併
し
て
、
つ
く
ば
市
を
誕
生
さ

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
に
筑
波
町
、
平
成

14(

2002)

年
に
稲
敷
郡
茎
崎
町
が
編
入
さ
れ
、

現
在
の
つ
く
ば
市
に
な
り
ま
す
。
す
る
と
、
そ

の
北
端
に
位
置
す
る
筑
波
山
を
中
心
と
し
た

観
光
再
開
発
の
動
き
が
に
わ
か
に
活
発
化
し

ま
す
。
特
に
、
平
成
17(

2005)

年
の
「
首
都
圏

新
都
市
鉄
道
」
い
わ
ゆ
る
〝
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
〟
の
開
業
が
、
こ
の
動
き
に
拍
車
を
か
け

て
い
き
ま
す
。
つ
く
ば
市
の
中
心
部
と
東
京
都

心
が
45
分
で
結
ば
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
利
便

性
を
生
か
し
て
の
観
光
振
興
に
、
地
元
住
民
が

寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

つ
く
ば
市
で
は
、
社
団
法
人
つ
く
ば
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
を
中
心
に
観
光
事
業
を

展
開
し
、
平
成
19
年
度
は
380
万
超
の
人
が
、

筑
波
山
を
含
め
つ
く
ば
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

協
会
で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と

も
に
、
筑
波
山
麓
観
光
周
遊
バ
ス
の
運
行
、
筑

波
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー｢

自
然
の
ひ
ろ
ば

を｣

の
運
営(

無
料)

、
筑
波
山
観
光
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー(

無
料)

の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
更
な
る

観
光
客
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ

と
言
え
ま
す
。
（
了
）
（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
） 



 

 

← 
埼玉県飯能市にある標高 770ｍの高台「関八州
見晴台」。常陸・安房・下総・上総・上野・下野・
武蔵・相模の関八州が見晴らせます 
（「関八州見晴台 MAPPLE 観光ガイド」より転載） 

※ 

五
畿
七
道
…
律
令
制
度
下
の
行
政
区
分
で
、
都

周
辺
の
五
国(

大
和
・
山
城
・
和
泉
・
河
内
・
摂
津)

を
畿
内
、
そ
れ
以
外
の
地
域
を
山
陽
道
・
山
陰
道
・

西
海
道
・
南
海
道
・
東
海
道
・
東
山
道
・
北
陸
道
の

七
つ
に
区
分
し
た
も
の
が
七
道
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
含

ま
れ
る
各
国
の
国
府
は
、
同
名
の
幹
線
官
道
で
結
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
以
降
も
継
続
し
て
使
わ
れ
、

新
た
な
地
域(

蝦
夷
地)

は
北
海
道
と
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治
中
期
以
降
は
あ
ま

り
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
北
海
道
だ
け
は

今
日
の
都
道
府
県
制
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

※ 

五
畿
七
道
内
の
諸
国
…
古
来
大
八
洲
六
十
余
洲

と
い
う
表
現
が
よ
く
な
さ
れ
ま
す
が
、
八
島(

八
洲)

と

は
、
『
古
事
記
』
で
い
う
と
こ
ろ
の
日
本
で
、
本
来
多
く

の
島
か
ら
な
る
と
言
う
意
味
で
し
た
が
、
主
に
本
州
・

九
州
・
四
国
・
淡
路
・
壱
岐
・
対
馬
・
隠
岐
・
佐
渡
の
８
つ

の
島
の
総
称
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
日

本
は
、
や
が
て
五
畿
七
道
に
区
分
さ
れ
、
七
道
内
に
は

国
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
国
名
は
、
関
八
州
で
い
う
と
東

海
道
に
属
し
た
相
模
・
武
蔵
・
安
房
・
上
総
・
下
総
・
常

陸
、
東
山
道
の
上
野
・下
野
が
そ
れ
で
、
全
国
で
60
余

り
に
な
っ
た
の
で
す
。
た
だ
し
、
本
来
の
数
は
も
っ
と
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
き
な
国
は
分
割
さ
れ
新
た
に

国
名
が
付
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
総
の
国
が

上
総
・
下
総
に
、
毛
野
の
国
が
上
野
・
下
野
に
、
関
八

州
以
外
で
は
、
吉
備
の
国
が
備
前･

備
中
・
備
後
、
越
の

国
が
越
前
・
越
中
・
越
後
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
、
幹
線
官
道
沿
い
で
都
に
近
い
方
が｢

上｣

で
あ
っ 

た

り
、｢

前｣

と
表
現
さ
れ
ま
し
た
。 

→ 
復元された箱根
御関所（『よみが
える箱根関所』 
ＨＰより転載） 

 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

関
東
・
関
八
州 

 

古
代
・
律
令
制
が
構
築
さ
れ
た
飛
鳥
時
代
後

期
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
「
関
東
」
と
い

う
地
域
概
念
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
畿

内
を
防
御
す
る
た
め
、
東
海
道
の
鈴
鹿
関
・
東

山
道
の
不
破
関
・
北
陸
道
の
愛
発
関
が
設
置
さ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
三
関
か
ら
東
を
「
関
東
」

と
呼
ん
だ
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
は｢

関

東｣

は
、｢

東
国｣

と
ほ
ぼ
同
義
で
使
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。 

 
 

平
安
中
期
に
な
る
と
、
愛
発
関
に
代
わ
り
逢

坂
関
が
三
関
に
加
え
ら
れ
ま
す
が
、
関
東
の
地

域
範
囲
に
は
、
大
き
な
異
同
は
な
く
平
安
末
期

ま
で
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

平
安
末
期
に
、
源
平
争
乱
を
制
し
た
源
頼
朝

が
朝
廷
か
ら
自
立
し
た
政
権
を
鎌
倉
に
樹
立

す
る
と
、
自
ら
の
政
権
を
「
畿
内
近
国
・
西
国

方
」
に
対
し
て
「
関
東
方
」
と
称
し
、
ほ
ど
な

く
「
関
東
」
は
、
頼
朝
政
権
＝
鎌
倉
幕
府
の
公

式
な
呼
称
と
し
て
定
着
し
て
い
き
ま
す
。
幕
府

成
立
後
の
「
関
東
」
が
示
す
地
域
範
囲
は
、
律

令
以
来
の
関
東
で
は
な
く
、
遠
江
国
・
信
濃

国
・
越
後
国
以
東
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
鎌

倉
幕
府
の
支
持
基
盤
で
、
か
つ
朝
廷
か
ら
公
認

さ
れ
た
直
接
統
治
範
囲
で
し
た
。
こ
う
し
て

「
関
東
」
は
、
鎌
倉
幕
府
そ
の
も
の
及
び
鎌
倉

幕
府
が
直
接
に
統
治
権
を
及
ぼ
す
地
域
の
二

つ
を
表
す
言
葉
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。 

 

14
世
紀
に
成
立
し
、
鎌
倉
幕
府
の
正
史
と

も
言
う
べ
き
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
「
関
西
三
十

八
カ
国
、
関
東
二
十
八
カ
国
」
と
の
記
述
が
あ

り
、
今
日
の
「
東
日
本
」
全
体
を
指
す
意
味
で

も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 
 

や
が
て
室
町
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
鎌
倉
に

「
鎌
倉
公
方
＝
鎌
倉
府
」
が
設
置
さ
れ
、
鎌
倉

公
方
の
管
轄
す
る
諸
国
を
指
す
よ
う
に
な
り
、 

                           

坂
東
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
相
模
・
武
蔵
・
安

房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
上
野
・
下
野
の
８

カ
国
に
、
伊
豆
・
甲
斐
を
加
え
た
10
カ
国
が

「
関
東
」
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
14
世
紀
末
に
陸
奥
・
出
羽
国

が
鎌
倉
公
方
の
管
轄
下
に
入
る
と
、
奥
羽
も
ま

た
「
関
東
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

 
 

時
代
が
下
り
、
江
戸
幕
府
が
成
立
す
る
と
、

「
関
東
」
の
概
念
は
、
ま
た
変
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
江
戸
を
防
御
す
る
た
め
の
箱
根
・

小
仏
・
碓
井
の
三
関
よ
り
東
の
坂
東
８
カ
国

が
、
「
関
東
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
幕
府
で
は
公
式
に
は
奥
羽
も
「
関
東
」

に
含
む
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
「
関
八
州
」

の
概
念
が
生
じ
、
一
般
的
に
は
旧
来
の
坂
東
８

カ
国
が
「
関
東
」
と
認
識
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

古
代
の
三
関 

 

古
代
に
愛
発
・
不
破
・
鈴
鹿
の
三
関
が
設
け

ら
れ
、
９
世
紀
初
頭
に
逢
坂
関
が
愛
発
関
に
代

わ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
「
関
」
つ
い
て
さ
ら
に
述
べ
て
み
ま
す
。 

 
 

三
関
に
は
、
鼓
吹
軍
器(

兵
器
類)

が
常
備
さ

れ
、
城
主
と
呼
ば
れ
る
役
人
が
常
駐
す
る
体
制

が
と
ら
れ
、
非
常
事
態
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

小
紙
第
58
号
で
触
れ
た
常
陸
国
府
に
付
随
し

た
遺
跡
で
あ
る
鹿
の
子
も
、
「
関
」
で
は
な
い

も
の
の
蝦
夷
征
討
に
関
連
し
た
軍
事
施
設
で
、

軍
事
的
な
工
房
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
三
関
に

も
こ
う
し
た
施
設
も
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
非
常
事
態
が
発
生
す
る
と
、

朝
廷
は
三
関
に
固
関
使(

こ
げ
ん
し)

を
派
遣

し
ま
す
が
、
蔵
司
が
保
管
す
る
関
契
と
い
う
割

符
の
左
符
が
固
関
使
に
与
え
ら
れ
、
三
関
で
国

司
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
右
符
と
照
合

し
ま
す
。
こ
れ
が
一
致
す
る
と
非
常
事
態
と
認

定
さ
れ
、
関
が
閉
鎖
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
を

「
固
関
」
と
い
い
ま
す
。
関
を
閉
鎖
す
る
の
は

東
国
か
ら
畿
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
で
す

が
、
逆
に
中
央
の
謀
反
者
等
の
東
国
へ
の
逃
亡

を
防
ぐ
と
い
う
目
的
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。
天

平
宝
字
８(

764)

年
の
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
の
際

は
、
愛
発
関
を
閉
じ
る
こ
と
に
よ
り
仲
麻
呂
が

息
子
の
い
る
越
前
国
へ
逃
げ
る
こ
と
を
防
い

だ
と
い
い
ま
す
。 

 
 

三
関
の
設
置
時
期
は
、
天
武
天
皇
元(

672)

年
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
前
後
の
壬
申
の
乱
で
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愛
発
関
あ
ら
ち
の
せ
き
…
北
陸
道
近
江
国
と
越
前
国

の
国
境
に
置
か
れ
た
。
現
福
井
県
敦
賀
市
疋
田
な
い

し
同
市
道
口
と
さ
れ
ま
す
。 

逢
坂
関
お
う
さ
か
の
せ
き
…
山
城
国
と
近
江
国
の
国

境
に
設
置
。
現
滋
賀
県
大
津
市
石
山
寺
付
近
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

不
破
関
ふ
わ
の
せ
き
…
東
山
道
美
濃
国
に
置
か
れ
、
現

岐
阜
県
不
破
郡
関
ヶ
原
町
松
尾
と
さ
れ
ま
す
。 

 

鈴
鹿
関
す
ず
か
の
せ
き
…
伊
勢
国
に
あ
っ
た
東
海
道

の
関
。
現
三
重
県
亀
山
市
関
町
新
所
と
す
る
説
が
有

力
で
す
。 

 

箱
根
関
所
…
東
海
道
の
芦
ノ
湖
畔
に
設
置
さ
れ
、
幕

府
が
最
も
重
視
し
た
関
所
で
、
後
に
、
箱
根
は
主
と

し
て
出
女
を
、
今
切
が
入
鉄
砲
を
監
視
す
る
よ
う
に

役
割
分
担
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
平
成
19
年
に
関
所

は
復
元
さ
れ
、
往
事
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

今
切
関
所
…
東
海
道
の
浜
名
湖
西
岸
に
あ
り
、
当
時

の
関
所
建
物
と
し
て
は
唯
一
現
存
し
ま
す
。 

碓
井
関
所
…
現
在
の
群
馬
県
安
中
市
松
井
田
町
横
川

に
あ
り
、
東
門
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。 

木
曽
福
嶋
関
所
…
碓
井
関
所
と
同
様
、
中
山
道
に
あ

り
、
元
来
妻
籠
宿
に
あ
っ
た
番
所
が
木
曽
福
島
に
移

転
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

は
、
大
海
人
皇
子(

後
、
天
武
天
皇)

が
初
動
で

不
破
道
を
塞
ぎ
、
優
位
に
立
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
文
武
４
（
700
）
年
に

ほ
ぼ
完
成
し
た
と
さ
れ
る
大
宝
令
に
は
、
三
関

が
警
察
・
軍
事
の
機
能
を
兼
備
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
ま
す
。 

 
 

そ
の
後
、
養
老
５(
722)

年
の
元
明
太
上
天

皇
の
崩
御
に
際
し
、
初
め
て
固
関
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
天
皇
・
太
上
天
皇
の
病
気
・

崩
御
、
長
屋
王
の
変
・
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
・
薬

子
の
乱
な
ど
の
争
乱
で
も
、
固
関
使
が
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。
延
暦
８(

789)

年
に
な
る
と
、

桓
武
天
皇
の
勅
に
よ
り
、
三
関
が
突
然
停
廃
さ

れ
ま
す
が
、
完
全
に
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
後
も
「
関
」
と
し
て
機
能
し
、
し
ば

し
ば
固
関
が
行
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。 

 
 

           

中
世
の
関
所 

 
 

中
世
の
室
町
時
代
に
は
、
足
利
幕
府
が
一
応

は
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
基
盤
は
脆
弱
と
言

え
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
地
に
有
力

な
勢
力
が
分
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
そ

う
し
た
勢
力
が
覇
を
競
う
戦
国
時
代
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
契
機
と
な
る
の
が
、
応
仁
元
（

1467
）

年
か
ら
約
10
年
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ

た
応
仁
の
乱
で
す
。
戦
乱
が
続
く
世
は
〝
暗
い

時
代
〟
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
政
治
的
な
混

乱
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
、
一
般
民
衆
は
し
た
た

か
に
生
き
、
そ
の
様
子
は
、
古
今
東
西
の
各
地

に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
わ
が
国
の
15
・
16

世
紀
も
全
く
同
じ
で
、
戦
乱
の
世
情
ゆ
え
に
旧

来
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
、
人
々
の
活
動
は
自

由
闊
達
に
な
り
、
人
や
物
資
の
動
き
が
、
そ
れ

ま
で
に
も
ま
し
て
活
発
に
な
り
ま
す
。 

 
 

日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
各
所
に

「
関
」
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
関
は
前
代
ま
で
の
軍
事
的
な
意
味

は
全
く
持
た
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
室

町
幕
府
や
そ
の
地
域
を
支
配
す
る
勢
力
が
財

政
を
補
う
た
め
設
置
し
た
も
の
で
、
関
を
通
過

す
る
人
や
物
に
対
し
て
通
行
税
を
課
す
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
例
に

見
ら
れ
ま
す
。 

＊ 

京
・
大
坂
間
の
淀
川
筋
に
600
余
の
関
所
設
置  

＊ 

奈
良
興
福
寺
の
僧
尋
尊
の
使
者
の
旅 

文
明
11
（

1479
）
年
奈
良
か
ら
美
濃
ま
で 

  
 
  

通
貨
関
所
290  

関
銭
・
渡
賃
１
貫
496
文 

当
時
の
米
価
は
１
石
が
約
700
文
で
す

の
で
、
関
銭
・
渡
賃
は
米
約
２
石
分
に
相

当
し
ま
す
。
現
在
の
米
価
は
１
石
が
、
生

産
者
段
階
で
は
約
３
万
円
、
消
費
者
段
階

で
は
約
７
～
８
万
円
に
当
た
り
ま
す
の

で
、
か
な
り
の
金
額
と
言
え
ま
す
。 

し
か
し
、
戦
国
時
代
も
後
半
に
な
る
と
、
各

地
の
戦
国
大
名
が
領
国
の
一
円
支
配
を
強
め

る
こ
と
で
、
多
様
な
主
体
が
設
置
し
て
い
た
関

所
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
信
長
・
秀

吉
の
統
一
事
業
の
進
展
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

関
所
が
廃
止
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

近
世
の
関
所 

 
 

関
ヶ
原
の
合
戦
に
勝
利
し
天
下
統
一
を
成

し
遂
げ
た
徳
川
家
康
は
、
征
夷
大
将
軍
と
し
て

江
戸
に
幕
府
を
開
き
、
間
も
な
く
将
軍
職
を
子

の
秀
忠
に
譲
る
と
、
大
御
所
と
し
て
政
権
の
確

立
の
た
め
様
々
な
政
策
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。 そ

の
中
の
一
つ
が
江
戸
を
中
心
と
し
た
街

道
の
整
備
で
す
。
三
代
将
軍
家
光
の
頃
ま
で
に

は
、
東
海
道
・
中
山
道
・
奥
州
道
中
・
甲
州
道

中
・
日
光
道
中
の
五
街
道
を
は
じ
め
と
し
て
、

そ
の
他
の
脇
往
還
と
い
わ
れ
る
道
筋
が
整
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
旅
の
利
便
を
図
る
意
味

も
あ
っ
て
、
一
里
塚
や
並
木
な
ど
が
設
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、
約
10

km
ご
と
に
宿
場
が
設
置

さ
れ
ま
し
た(

東
海
道
は
「
東
海
道
五
十
三
次
」

と
い
わ
れ
、
江
戸
・
京
間
約
500

km
に
53
の
宿

場
が
存
在
し
ま
し
た)

。
同
時
に
、
江
戸
防
衛

の
た
め
の
策
と
し
て
、
河
川
に
架
橋
さ
れ
な
い

と
こ
ろ
も
多
く
あ
っ
た
り
、
各
所
に
関
所
が
設

置
さ
れ
た
り
し
て
、
人
の
往
来
を
制
限
・
監
視

す
る
政
策
も
採
ら
れ
て
い
ま
す
。 

関
所
は
、
関
八
州
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域

に
50
余
カ
所
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち

特
に
重
要
と
さ
れ
た
の
が
、
東
海
道
で
は
、
相

模
の
箱
根
と
遠
江
の
今
切
（
通
称
、
荒
井
、
後

に
新
居
）
で
、
中
山
道
で
は
、
上
野
の
碓
井
と

信
濃
の
木
曽
福
島
の
４
カ
所
で
す
。
こ
う
し
た

関
所
で
は
、｢

入
鉄
砲
に
出
女｣

を
特
に
監
視
し

た
と
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
江
戸
に
居
住
す
る

こ
と
を
強
要
さ
れ
た
大
名
の
妻
女
等
が
密
か

に
江
戸
を
離
れ
国
元
等
へ
向
か
う
こ
と
と
、
鉄

砲
を
は
じ
め
と
す
る
武
器
が
関
八
州
・
江
戸
に

持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
監
視
し
た
の
で
す
。 

そ
う
し
た
一
方
で
、
橋
の
な
い
川
で
は
、
渡

船
が
主
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
す
ら
許
容
さ
れ

な
い
川
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
川
越
人
足
の
出
番

と
な
り
ま
す
。
大
井
川
の
例
で
言
え
ば
、
股

通
・
帯
下
通
・
帯
上
通
・
乳
通
・
脇
通
の
五
段

階
の
水
量
区
分
が
あ
り
、
股
下
で
48
文
か
ら

脇
ま
で
の
水
量
で
94
文
ま
で
の
料
金
が
必
要

で
し
た
。
現
在
の
金
額
で
言
え
ば
、
お
お
よ
そ

1500
円
か
ら

3000
円
と
か
な
り
高
額
で
し
た
。
こ

れ
が
、
人
足
の
肩
に
乗
っ
て
の
川
越
で
、
他
に

輦
台(

連
台)

で
の
渡
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
さ
ら
に
高
額
で
、
最
低
で
も
肩
車
の
６
倍

の
料
金
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の

旅
人
に
と
っ
て
は
、
川
越
は
大
変
な
負
担
だ
っ

た
の
で
す
。
加
え
て
、
水
量
が
脇(

腋)

以
上
に

な
る
と
、
川
止
め
に
な
り
、
両
岸
の
宿
場
に
滞

在
し
川
止
め
解
除
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
負
担
は
一
層
か
さ
む
こ
と
も
余
儀

な
く
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、 

箱
根
八
里
は
馬
で
も
越
す
が 

越
す
に
越
さ
れ
ぬ
大
井
川 

な
ど
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。 

 

大
井
川
の
よ
う
な
川
は
、
東
海
道
筋
で
は
、

大
井
川
と
同
じ
駿
河
の
安
倍
川
、
相
模
の
酒
匂

川
・
興
津
川
が
あ
り
、
ま
さ
に
江
戸
防
衛
の
重

要
な
役
目
を
し
て
い
た
の
で
す
。 

 
  

           

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
、
そ
の
中
心
地
の
江
戸
、

さ
ら
に
は
幕
府
の
根
拠
地
と
も
い
う
べ
き
関

八
州
を
、
防
衛
す
る
た
め
の
重
要
政
策
と
し

て
、
河
川
に
架
橋
し
な
い
こ
と
や
関
所
の
設
置

が
あ
っ
た
の
で
す
。 

（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
） 



 

 

上高津貝塚では，復元され
た「竪穴住居」（上），「製
塩土器」（右上），さらに海
水を土器で煮詰めて塩を
つくった「大型炉」（左）
も見ることができます 

← 
「霞ヶ浦」全図（『ローリング

ウエスト逍遙日記』より転載） 
 

 

← 霞ヶ浦「三叉沖」 
（『龍学』「沼の主の話」より転載） 
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

地
理 

 

霞
ヶ
浦
は
、
わ
が
国
第
二
の
大
き
さ
を
も
つ

淡
水
湖
で
、
面
積
は
220
㎢
。
西
浦
（
172
㎢
）
、

北
浦
（
36
㎢
）
、
外
浪
逆
浦
（
６
㎢
）
、
常

陸
利
根
川
（
６
㎢
）
の
４
つ
の
水
域
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
（
「
霞
ヶ
浦
と
北
浦
」
な
ど
と

表
現
さ
れ
る
場
合
は
、
「
霞
ヶ
浦
」
は
事
実
上

西
浦
の
み
を
指
し
て
お
り
、
「
霞
ヶ
浦
」
と
い

う
名
称
は
２
つ
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
）
。
周
囲
（
水
際
線
延
長
）
は
249.5
㎞
に
及

ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
日
本
最
大
面
積
の
湖

で
あ
る
琵
琶
湖
（
235.0
㎞
）
を
超
え
る
長
さ
で

す
。
狭
義
の
「
霞
ヶ
浦
」
で
あ
る
西
浦
は
、
面

積
で
は
全
体
の
78
％
余
り
を
占
め
、
土
浦
方

面
に
伸
び
る
水
域
を
「
土
浦
入
」
、
石
岡
方
面

を
「
高
浜
入
」
と
呼
び
、
両
者
が
交
わ
る
か
す

み
が
う
ら
市
沖
の
広
い
水
域
を
「
三
又
沖
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
水
深
は
浅
く
、
大
部
分
が
３

ｍ
か
ら
６
ｍ
で
、
平
均
水
深
４
ｍ 

、
最
大
水

深
は
西
浦
の
三
又
沖
で
7.1
ｍ
、
北
浦
で
10
ｍ

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
霞
ヶ
浦
に
は
、
桜
川
・
恋
瀬

川
・
巴
川
・
小
野
川
な
ど
、
56
の
河
川
が
流

れ
込
み
、
年
間
流
下
量
は
約
14
億
m³
、
貯
水

量
は
約
8.5
億
m³
、
そ
の
流
域
に
は
約
100
万
人

の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
水
面
の
標

高
は
０
ｍ
、
湖
岸
の
台
地
も
せ
い
ぜ
い
30
ｍ

位
で
、
日
本
第
一
の
湖
、
琵
琶
湖
と
比
べ
る
と
、

低
平
な
と
こ
ろ
が
特
色
で
、
独
特
の
水
郷
景
観

を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
景
観
を
保
立
俊
一
氏

（
中
31
回
卒
）
は
「
多
く
の
人
が
霞
ヶ
浦
の

美
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
霞
ヶ
浦
は

水
平
の
美
で
あ
る
。
周
辺
に
山
の
無
い
霞
ヶ
浦

の
広
漠
と
も
い
え
る
横
に
広
が
る
景
観
に
は

す
べ
て
の
人
を
つ
つ
み
こ
む
広
い
心
を
感
じ

る
。
そ
の
広
が
り
が
霞
ヶ
浦
の
水
平
の
美
で
あ

る
。
朝
に
夕
に
穏
や
か
な
光
の
中
に
広
が
る
水

面
を
み
つ
め
る
時
、
そ
の
広
さ
の
中
に
心
の
安

ら
ぎ
を
感
じ
る
の
は
私
ば
か
り
で
は
無
い
と

思
う
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
（
『
水
郷
つ
ち
う

ら
回
想
』
保
立
俊
一
著 

筑
波
書
林 

1994
（
平

成
６
）
年
刊
）
。 

 
 

流
海 

 

霞
ヶ
浦
の
名
称
が
定
着
す
る
の
は
江
戸
時

代
で
あ
り
、『
常
陸
風
土
記
』
で
は
「
流
海
（
な

が
れ
う
み
）
」
（
海
水
が
流
動
し
て
い
た
と
こ

ろ
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
）
と
呼
び
、
稲
敷
市
側
は
「
信
太
の
流

海
」
、
か
す
み
が
う
ら
市
東
部
は
「
佐
賀
の
流

海
」
、
行
方
市
側
は
「
行
方
の
海
」
、
利
根
川

流
域
の
低
地
は
「
榎
浦
（
え
の
う
ら
）
の
流
海
」

と
称
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
和
歌

な
ど
で
は
「
霞
の
浦
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
が
、

一
般
に
は
、
鹿
島
灘
の
「
外
の
海
」
に
対
し
て
、

巨
大
な
入
り
江
、
「
内
の
海
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
沿
岸
に
遺
さ
れ
た
無
数
の
貝
塚
（
そ

の
数
は
関
東
地
方
全
体
の
約
30
％
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
）
は
、
海
水
・
淡
水
産
な
ど
様
々
な

貝
殻
が
堆
積
し
、
寒
冷
化
に
伴
う
海
退
・
淡
水

化
と
、
温
暖
化
に
伴
う
海
進
・
鹹
水
化
が
く
り

返
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
上
高
津
貝

塚
や
陸
平
貝
塚
等
の
縄
文
時
代
の
貝
塚
の
分

布
か
ら
、
当
時
の
海
岸
線
を
推
定
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
霞
ヶ
浦
の
面
積
は
現
在
の

２
倍
を
超
え
、
稲
敷
市
（
旧
東
村
）
低
地
以
南

の
い
わ
ゆ
る
榎
浦
や
潮
来
以
南
の
浪
逆
浦
（
な

さ
か
う
ら
）
、
そ
れ
に
北
浦
と
も
、
と
く
に
区

別
な
く
接
続
す
る
の
で
、
全
体
と
し
て
は
琵
琶

湖
に
匹
敵
す
る
広
さ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。 

 

常
陸
国
内
の
縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら
は
、
豊

富
な
魚
介
類
を
示
す
遺
物
が
多
数
出
土
し
て

お
り
、
は
る
か
昔
か
ら
水
産
物
に
恵
ま
れ
た
環

境
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
貝
塚
か
ら
発
見
さ
れ

た
釣
り
針
や
ヤ
ス
・
銛
（
モ
リ
）
・
球
状
土
錘

（
魚
網
を
下
方
に
引
っ
ぱ
り
、
水
中
で
所
要
の

形
状
を
保
た
せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
お
も

り
）
な
ど
の
漁
具
は
、
材
質
は
違
う
も
の
の
形

態
は
今
の
も
の
と
大
差
が
な
く
、
釣
り
・
刺

突
・
網
・
わ
な
と
い
っ
た
現
在
と
同
様
な
漁
法

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 
 

              

ま
た
上
高
津
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
製
塩
土

器
な
ど
か
ら
、
縄
文
時
代
後
期
（
約
３
千
年
前
）

に
は
霞
ヶ
浦
で
塩
作
り
（
日
本
で
最
初
の
塩
作

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
当
時
の
塩
作
り
は
ま
ず
塩
分

が
付
着
し
た
海
藻
を
天
日
干
し
に
し
、
さ
ら
に

そ
の
海
藻
に
海
水
を
か
け
て
濃
い
塩
分
を
付

着
さ
せ
ま
す
。
そ
の
海
藻
を
塩
づ
く
り
の
た
め

の
底
が
尖
っ
た
土
器
（
製
塩
土
器
）
で
煮
詰
め

て
、
結
晶
と
な
っ
て
付
着
し
た
塩
を
取
る
も
の

で
し
た
。
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
、
713
年
頃

編
纂
さ
れ
た
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
信
太
郡
の

条
に
は
、
「
浮
島
の
村
の
人
々
は
塩
を
焼
い
て

生
活
を
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
行
方
郡
の
条
に

は
「
行
方
の
海
の
津
済
（
わ
た
り
）
周
辺
に
は

塩
を
焼
く
た
め
の
海
藻
が
生
え
て
い
る
」
な
ど

平成２６年２月４日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第６５号 

霞ヶ浦（その１）～流海～ 
校歌に歌われている霞ヶ浦。遠浅で広い海跡湖（もともとは海

の入江であったところが残ってできた湖）ですが，満々たる水を

たたえ，人々に豊かな恵みと安らぎを与えてきました。 

今回から霞ヶ浦とその周辺の人々の歩みをたどっていきます。 



 

 

古代の道路体系と東海道駅路 

（『花見川流域を歩く』より転載） 

かつては海夫が活
躍した現在の古渡
の町（上），「海夫
注文」も含まれた
国重文「香取大禰
宜家文書」（右，『千
葉県ＨＰ「千葉県
史」』より転載） 
 

【
参
考
資
料
】 

『
理
想
郷
と
よ
ば
れ
た
常
陸
国
』 

（
か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館 

2013
・
８
） 

『
帆
曳
網
漁
の
世
界
展
示
解
説
書
』 

（
か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館 

2005
・
７
） 

『
古
代
の
み
ち
～
常
陸
を
通
る
東
海
道
駅
路
～
』 

（
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
） 

と
、
当
時
の
霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
で
は
塩
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
塩
作
り
の
事
実
か
ら
霞
ヶ
浦
が
８

世
紀
の
初
め
頃
で
も
ま
だ
鹹
湖
（
か
ん
こ 

塩

水
湖
、
湖
水
の
塩
分
が
、
１
リ
ッ
ト
ル
中
0.5
グ

ラ
ム
以
上
の
湖
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。 

 
  

東
海
道
駅
路 

 

古
代
律
令
制
時
代
の
幹
線
道
路
で
あ
る
東

海
道
駅
路
は
下
総
国
を
経
て
、
常
陸
国
に
入
り

ま
す
。
『
常
陸
風
土
記
』
（
信
太
郡
条
）
は
使

者
た
ち
が
下
総
国
か
ら
常
陸
国
に
入
る
際
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
ま
す
。 

 

「
榎
浦
津
（
え
の
う
ら
の
つ
）
あ
り
、
便
（
す

な
わ
）
ち
、
駅
家
（
う
ま
や
）
を
置
け
り
。
東

海
大
道
に
し
て
、
常
陸
路
の
頭
（
は
じ
め
）
な

り
。
所
以
（
こ
の
ゆ
え
）
に
伝
駅
使
等
（
は
ゆ

ま
づ
か
い
ら
）
、
初
め
て
国
に
臨
ま
む
と
す
る

に
、
先
（
ま
）
ず
口
と
手
と
を
洗
ひ
、
東
に
向

き
て
香
島
（
か
し
ま
）
の
大
神
を
拝
（
お
が
み
）

み
て
、
然
（
し
こ
う
）
し
て
後
に
入
る
こ
と
得
。
」 

 

常
陸
国
の
玄
関
口
に
は
榎
浦
津
と
い
う
駅
家

が
あ
っ
た
こ
と
、
駅
路
が
「
東
海
大
道
」
と
呼

ば
れ
た
こ
と
、
常
陸
の
国
府
（
石
岡
）
に
向
か

う
使
者
は
こ
こ
で
口
や
手
を
洗
い
、
東
へ
向
い

て
香
島
の
大
神
す
な
わ
ち
鹿
島
神
宮
を
遙
拝

し
て
か
ら
常
陸
国
に
入
っ
た
こ
と
な
ど
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
津
（
港
）
の
駅
な
の
で
、
船

が
停
泊
で
き
る
水
辺
近
く
に
駅
家
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

こ
の
信
太
郡
の
榎
浦
津
駅
は
稲
敷
市
柴
崎

地
区
に
あ
る
新
宿
遺
跡
周
辺
が
有
力
な
候
補

地
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
先
の

ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
陸
路
を
経
て
霞
ヶ
浦
を

船
で
渡
り
常
陸
国
府
に
向
か
う
コ
ー
ス
が
、
か

つ
て
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
歴

史
地
理
学
の
木
下
良
氏
が
空
中
写
真
と
地
形

図
な
ど
か
ら
稲
敷
市
下
君
山
か
ら
阿
見
町
飯

倉
ま
で
の
直
線
道
が
東
海
道
駅
路
に
あ
た
る

こ
と
を
見
出
し
、
常
陸
国
府
ま
で
陸
路
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
榎

浦
津
駅
で
常
陸
国
に
入
っ
た
東
海
道
駅
路
は
、

稲
敷
市
、
牛
久
市
、
阿
見
町
を
通
り
、
土
浦
市

の
小
松
・
高
津
付
近
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
曾
禰

（
そ
ね
）
駅
へ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

桜
川
を
渡
り
、
土
浦
市
中
貫
か
ら
、
か
す
み
が

う
ら
市
内
を
抜
け
、
国
府
の
あ
る
石
岡
市
（
国

衙
の
正
庁
が
石
岡
小
、
国
分
尼
寺
が
府
中
小
付

近
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
国
分
寺
の
跡
に

は
現
在
も
国
分
寺
と
い
う
お
寺
が
建
っ
て
い

ま
す
）
に
到
り
ま
し
た
。
緊
急
時
に
は
早
馬
を

駆
け
、
す
ば
や
く
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
駅

路
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
で
あ
り
、
気
象
条
件

な
ど
に
左
右
さ
れ
や
す
い
水
路
よ
り
、
目
的
地

ま
で
最
短
距
離
で
結
ぶ
陸
路
が
重
視
さ
れ
、
直

線
道
が
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

              
 

海
夫
（
か
い
ふ
） 

 

平
安
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て

の
香
取
神
宮
文
書
や
鹿
島
神
宮
文
書
に
は
「
海

夫
」
と
よ
ば
れ
た
人
々
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
夫
は
、
12
世
紀
後
半
に
は
登
場
し
て
、
霞

ヶ
浦
の
津
々
浦
々
で
漁
業
を
主
と
し
、
水
上
交

通
・
商
品
輸
送
な
ど
操
船
の
技
術
を
生
か
し
舟

運
な
ど
も
生
業
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

古
代
の
律
令
制
は
、
海
を
山
川
藪
沢
（
さ
ん

せ
ん
そ
う
た
く
）
な
ど
の
未
開
地
と
同
じ
よ
う

に
、
特
定
の
人
が
独
占
す
べ
き
も
の
で
は
な
く

自
由
に
利
用
で
き
る
も
の
と
し
、
養
老
令
で

「
山
川
藪
沢
の
利
、
公
私
之
を
共
に
せ
よ
」
と

規
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
平
安
末
期
か
ら
南

北
朝
時
代
に
か
け
て
は
、
香
取
神
宮
や
鹿
島
神

宮
の
大
禰
宜
に
海
夫
た
ち
の
網
や
船
へ
課
税

す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
お
り
、
海
夫
た
ち
は
香

取
神
宮
や
鹿
島
神
宮
に
一
種
の
年
貢
で
あ
る

祭
祀
料
を
献
納
し
、
そ
の
み
か
え
り
と
し
て
漁

業
や
水
運
な
ど
の
特
権
を
与
え
ら
れ
、
「
津
」

と
い
う
港
を
拠
点
と
し
て
、
活
動
を
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
南
北
朝
時
代
に
入
る
と
、
津

は
在
地
領
主
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
、

1374
（
応
安
７
）
年
、
室
町
幕
府
は
海
夫
を
各

在
地
領
主
か
ら
大
禰
宜
の
支
配
に
戻
る
よ
う

に
命
じ
て
い
ま
す
。
香
取
神
宮
大
祢
宜
中
臣
長

房
が
起
草
し
た
「
海
夫
注
文
」
（
海
夫
た
ち
か

ら
徴
税
を
す
る
た
め
の
目
録
）
は
、
平
安
以
来
、

諸
津
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
た
海
夫
税
（
通
行

税
・
船
税
）
が
、
南
北
朝
の
混
乱
期
に
在
地
領

主
の
支
配
が
進
ん
だ
結
果
、
未
・
滞
納
の
続
出

で
起
こ
さ
れ
た
訴
訟
の
証
拠
書
類
と
し
て
提

出
さ
れ
た
も
の
で
、
中
世
港
湾
（
津
）
の
分
布

を
知
る
好
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は

常
陸
の
50
余
津
、
下
総
の
24
津
が
列
記
さ

れ
、
記
載
の
な
い
も
の
も
含
め
れ
ば
、
沿
岸
に

は
優
に
80
を
超
え
る
津
の
存
在
が
推
定
で
き

ま
す
。 

 

し
か
し
平
安
末
期
、
律
令
制
の
崩
壊
と
と
も

に
、
領
主
の
支
配
権
が
強
化
さ
れ
、
香
取
神
宮

や
鹿
島
神
宮
の
統
制
が
弱
ま
る
に
つ
れ
て
、
津 

             

も
次
第
に
自
衛
の
た
め
の
連
合
組
織
を
形
成

し
、
霞
ヶ
浦
・
北
浦
を
津
の
入
会
（
共
同
利
用

地
）
の
海
と
し
て
管
理
す
る
「
霞
ヶ
浦
48

津
」
・
「
北
浦
48
ヶ
津
」
に
発
展
し
、
地
名

を
今
日
に
残
す
も
の
も
多
く
、
比
定
地
の
特
定

も
進
ん
で
い
ま
す
。
霞
ヶ
浦
48
津
の
ほ
と
ん

ど
は
霞
ヶ
浦
に
注
ぐ
河
川
の
河
口
に
位
置
し
、

周
辺
に
は
農
業
基
盤
と
な
る
小
沖
積
地
を
伴

い
、
城
館
や
寺
院
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
頃
か
ら
、
常
陸
国
で
は
、
平
将
門
の
乱

を
制
圧
し
た
平
貞
盛
の
一
族
で
あ
っ
た
多
気

氏
が
常
陸
国
府
の
大
掾
職
を
世
襲
し
、
そ
の
職

名
を
名
字
（
常
陸
大
掾
氏
）
と
し
て
勢
力
を
拡

大
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
入
る

と
、
小
田
城
を
拠
点
に
し
た
小
田
氏
が
台
頭

し
、
大
掾
氏
に
代
わ
っ
て
筑
波
山
麓
霞
ヶ
浦
周

辺
の
一
大
勢
力
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

（
高
21
回
卒 

松
井
泰
寿
） 

       



 

 

1338年．東条荘に上陸した北畠親房が一時入城し
た阿波崎城址（左上）。阿波崎城が落城すると，親房
に協力した近郷の名主 13名は，北朝方の佐竹勢によ
り斬首されました。外出中で，難を免れた阿波崎名主
根本六左衛門は，盟友らとの信義を貫き，引き上げよ
うとする佐竹勢を「ホ～イ，ホ～イ」と呼び止め，進
んで処刑されたといわれ，その供養のために信太古渡
に「ホイホイ地蔵」が建てられました（右上），北畠
親房肖像画（左下，『茨城県立歴史館ＨＰ』より転載） 

「霞ヶ浦四十八津」全図
（下，『帆曳網漁の世界展示 

 解説書』より転載） 
 

 

← 
霞ヶ浦四十八津の一つの現在の
土浦市沖宿。水平線上の左に土浦
市街地，右に筑波山が見えます 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

内
の
海 

 

湖
に
は
古
く
は
統
一
し
た
名
称
は
な
く
、
信

太
流
海
と
か
香
澄
流
海
の
よ
う
に
、
部
分
的
な

名
称
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
霞
の
浦
」

と
い
う
統
一
し
た
名
称
は
平
安
時
代
の
こ
ろ

か
ら
で
、
「
霞
ヶ
浦
」
と
な
っ
た
の
は
近
世
に

入
っ
て
か
ら
で
す
。「
か
す
み
」
の
語
源
は
種
々

説
が
あ
り
ま
す
が
、
行
方
郡
香
澄
郷
の
「
か
す

み
」
の
名
称
が
、
湖
水
全
体
の
名
称
に
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
に
入
る

と
、
霞
ヶ
浦
は
和
歌
な
ど
で
「
霞
の
浦
」
と
詠

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

春
が
す
み
霞
の
浦
を
ゆ
く
舟
の 

 
  

よ
そ
に
も
見
え
ね
人
を
こ
ひ
つ
つ 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
    

（
藤
原
定
家
） 

 
 

ほ
の
か
に
も
知
ら
せ
て
し
か
な
東
な
る 

 
  

霞
の
浦
の
あ
ま
の
い
さ
り
火 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
（
順
徳
院 

新
後
拾
遺
集
） 

 

し
ら
れ
し
な
霞
の
浦
に
漕
ぐ
ふ
ね
の 

 
  

ほ
の
か
に
か
よ
う
心
あ
り
と
も 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 

（
花
園
天
皇 

新
続
古
今
集
） 

い
ず
れ
も
「
霞
の
浦
」
と
な
っ
て
お
り
、
霞

た
な
び
く
浪
静
か
な
湖
の
風
情
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。 

 

し
か
し
南
北
朝
時
代
に
入
る
と
、
霞
ヶ
浦
周

辺
も
動
乱
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

南
朝
方
の
北
畠
親
房
が
関
東
地
方
に
南
朝
勢

力
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
1338
（
延
元
３
）
年

８
月
、
義
良
親
王
（
の
り
よ
し
し
ん
の
う 

後
に
即

位
し
て
後
村
上
天
皇
）
を
奉
じ
て
、
伊
勢
大
湊

（
三
重
県
伊
勢
市
）
を
出
帆
、
船
団
は
東
国
に

向
か
い
ま
し
た
が
、
途
中
、
大
風
に
あ
い
船
団

は
ち
り
ぢ
り
と
な
り
、
義
良
親
王
は
親
房
の
子

顕
信
と
と
も
に
伊
勢
に
吹
き
戻
さ
れ
、
親
房
ら

は
単
独
で
常
陸
国
・
内
の
海
に
漂
着
し
て
い
ま

す
。
親
房
ら
が
上
陸
し
た
と
こ
ろ
は
信
太
郡
東 

                   

条
荘
で
、
神
宮
寺
城
（
稲
敷
市
神
宮
寺
）
や
阿

波
崎
城
（
稲
敷
市
阿
波
崎
）
を
拠
点
に
、
北
朝

方
と
戦
い
ま
し
た
が
、
と
も
に
落
城
し
、
小
田

治
久
に
迎
え
ら
れ
て
小
田
城
に
入
り
ま
し
た

（
親
房
は
、
こ
の
時
期
に
小
田
城
や
関
城
で

『
神
皇
正
統
記
』
や
『
職
原
抄
』
（
有
職
故
実

書
、
日
本
の
官
職
の
沿
革
を
漢
文
で
記
述
）
を

執
筆
し
て
い
ま
す
）
。
親
房
の
内
の
海
へ
の
到

着
や
、
小
田
城
へ
の
転
進
に
つ
い
て
は
海
夫
た

ち
の
援
助
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
戦
国
時
代
の
霞
ヶ
浦
周
辺
で
は
、
小
田
城
の

小
田
氏
、
守
護
の
佐
竹
氏
、
関
東
管
領
の
上
杉

氏
、
古
河
公
方
の
足
利
氏
、
そ
し
て
後
北
条
氏

が
覇
権
を
争
い
ま
し
た
が
、
北
方
の
佐
竹
氏
が

勢
力
を
南
下
さ
せ
、
1591
（
天
正
19
）
年
に
佐

竹
義
宣
が
周
辺
地
域
を
掌
握
し
、
秀
吉
の
全
国

統
一
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
秀
吉
と
は
友
好

関
係
に
あ
っ
た
佐
竹
義
宣
は
、
霞
ヶ
浦
北
岸
を

含
む
常
陸
国
54
万
石
の
領
有
を
認
め
ら
れ
、

行
方
・
鹿
島
の
33
館
を
滅
ぼ
し
、
弟
の
芦
名

盛
重
を
江
戸
崎
城
主
と
し
ま
し
た
。
し
か
し

1600
（
慶
長
５
）
年
の
関
ヶ
原
合
戦
の
と
き
、

徳
川
家
康
方
に
味
方
を
し
な
か
っ
た
ば
か
り

か
、
家
康
に
敵
対
し
た
上
杉
景
勝
と
の
同
盟
が

発
覚
し
、
秋
田
の
久
保
田
城
に
左
遷
さ
れ
、
芦

名
盛
重
も
所
領
没
収
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
家
康
は
東
北
地
方
の
外
様
の
雄
藩

に
対
抗
す
る
た
め
に
、
子
息
（
武
田
信
吉
、
徳

川
頼
宣
、
徳
川
頼
房
）
を
水
戸
に
封
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
霞
ヶ
浦
北
岸
一
帯
は
、
概
ね
水
戸

藩
領
（
麻
生
付
近
は
新
庄
氏
領
、
そ
の
他
石
岡

藩
・
守
山
藩
・
若
干
の
天
領
・
旗
本
領
を
除
く
）

に
入
り
、
湖
南
地
方
も
芦
名
氏
の
あ
と
は
天
領

あ
る
い
は
旗
本
領
が
複
雑
に
入
り
こ
み
、
そ
の

間
に
土
浦
藩
領
・
仙
台
藩
領
等
が
加
わ
り
、
か

す
み
が
う
ら
市
方
面
で
は
、
土
浦
藩
領
と
水
戸

藩
領
が
境
を
接
し
、
そ
れ
が
幕
末
ま
で
続
き
ま

し
た
。 

 

霞
ヶ
浦
四
十
八
津
掟
書 

 

霞
ヶ
浦
の
漁
業
権
は
「
津
」
を
拠
点
と
す
る

海
夫
の
特
権
で
し
た
が
、
徳
川
幕
府
は
浮
島
付

近
に
専
用
漁
場
を
設
け
「
箕
和
田
御
留
川
」
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
戸
藩
も
そ
の
領
内
で
あ

る
高
浜
入
り
に
専
用
漁
場
を
設
置
で
き
る
よ

う
に
幕
府
に
要
請
し
、
四
十
八
津
側
の
猛
反
対

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
1625
（
寛
永
２
）
年
、
「
玉

里
（
水
戸
）
御
留
川
」
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

当
時
水
戸
藩
は
、
財
政
的
に
苦
し
い
時
期
で
あ

っ
た
た
め
に
、
御
留
川
を
設
定
し
て
、
改
め
て

そ
こ
で
漁
業
を
行
う
特
定
の
人
々
か
ら
権
利

金
や
税
金
を
徴
収
し
て
、
藩
財
政
を
潤
す
一
事

業
と
し
ま
し
た
。
水
戸
御
留
川
の
運
営
は
、
御

直
網
（
藩
直
営
の
漁
業
）
と
入
札
運
上
（
一
番

高
く
入
札
し
た
も
の
に
営
業
権
を
与
え
運
上

平成２６年３月１１日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
HP  http://www.sin-syu.jp/ 

第６６号 

霞ヶ浦（その２）～霞ヶ浦四十八津～ 
南北朝時代以降，霞ヶ浦の周辺地域も戦乱のなかに巻き込まれていきまし

たが，ようやく徳川の世になって，人々の生活も落ち着きを取り戻し

てきました。しかし，幕府や諸藩は財政立て直しのため，各漁場から

の営業税の徴収を企てました。これに対し，四十八津の漁民たちは，

掟書を定め，お互いに資源を守り，漁業権を認めさせようとしました。 



 

 

利根川東遷（上，『国

土交通省』より転載）。

天明 3年の浅間山大

噴火によりできた「鬼

出し園」（右，『川越観

光ブログ』より転載） 

【
参
考
資
料
】 

『
理
想
郷
と
よ
ば
れ
た
常
陸
国
』 

（
か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館 

2013
・
８
） 

『
帆
曳
網
漁
の
世
界
展
示
解
説
書
』 

（
か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館 

2005
・
７
） 

昭和 13年の大
洪水のときの土
浦市。水没した港
町（上）。現ファ
ミリーマーﾄ土浦
中央店交差点前
の出水状況（下）
（いずれも『写真
記録茨城 20世
紀』より転載） 

１650（慶安３）年に成文化された「霞ヶ浦四
十八津掟書」。これには「一 霞ヶ浦は，四十八

津の入会で，ここでの漁業は従来通り行う。また，
鯉の漁期は 11月 20日より翌年３月までで，４
月から 11月までは禁漁とする」，といった規則
が書かれています（『土浦の自然』より転載） 

金
を
課
す
る
）
の
２
通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
文
書
に
は
11
カ
年
の
御
直
網
で
2000

両
（
変
動
相
場
制
の
た
め
確
定
は
で
き
ま
せ
ん

が
１
両
＝
５
万
円
と
す
る
と
１
億
円
、
単
年
度

に
す
る
と
2000
万
円
）
の
利
益
が
あ
が
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

           

さ
ら
に
湖
畔
に
領
土
を
も
っ
て
い
る
土
浦

藩
や
麻
生
藩
な
ど
も
、
支
配
地
の
地
先
の
漁
場

か
ら
運
上
（
一
種
の
営
業
税
）
を
徴
収
し
よ
う

と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
四
十
八
津
側
の
「
湖

は
入
会
」
と
す
る
主
張
は
通
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
四
十
八
津
の
名

主
が
集
ま
っ
て
協
議
の
う
え
、
漁
業
を
権
利
と

し
て
認
め
、
規
制
を
定
め
て
、
お
互
い
に
資
源

を
守
る
た
め
に
、
1650
（
慶
安
３
）
年
に
掟
書

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
漁
期
や

漁
法
の
制
限
、
掟
を
破
っ
た
場
合
の
処
罰
措
置

や
救
助
活
動
な
ど
に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ
を

し
て
お
り
、
漁
業
権
を
認
め
た
最
初
の
も
の
と

言
え
ま
す
。
こ
の
掟
書
は
そ
の
後
、
1726
（
享

保
11
）
年
、
1741
（
寛
保
元
）
年
、
1815
（
文
化

12
）
年
と
３
回
に
わ
た
っ
て
議
定
が
行
わ
れ

補
則
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
十
八
津
の
中
に
田

村
、
沖
宿
、
大
岩
田
の
名
が
見
え
ま
す
が
、
土

浦
あ
る
い
は
東
崎
の
名
は
な
く
、
土
浦
の
漁
民

は
ま
だ
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
う
し
て
江
戸
時
代
の
霞
ヶ
浦
に
お
け
る

漁
業
は
、
こ
の
掟
書
に
よ
っ
て
種
々
規
制
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
享
保
期
を
境
と
し
て
一

村
ご
と
に
地
先
水
面
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
に

運
上
金
を
納
め
、
運
上
場
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
村
の
漁
場
」
が
定
め
ら
れ
、
四
十
八
津

の
伝
統
的
な
力
は
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
掟
書
に
よ
る
と
、
そ
の
頃
の
魚
類
は

鯉
・
エ
ビ
・
イ
サ
ザ
（
ア
ミ
）
な
ど
が
主
で
、

生
魚
の
ま
ま
か
、
干
し
魚
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ワ
カ
サ
ギ
な
ど
も
生
魚
の
ま
ま
か

干
し
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
（
ワ
カ
サ
ギ
を
漢
字
で
「
公
魚
」
と
書
く
の

は
、
麻
生
藩
が
将
軍
家
に
焼
き
わ
か
さ
ぎ
を
献

上
し
、
公
儀
御
用
魚
と
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
）
。 

 

利
根
川
東
遷
事
業 

 

江
戸
期
に
は
、
幕
府
の
利
根
川
東
遷
（
と
う

せ
ん
＝
東
へ
移
す
こ
と
）
事
業
に
よ
り
、
霞
ヶ

浦
・
銚
子
か
ら
利
根
川
・
関
宿
・
江
戸
川
を
経

由
し
、
江
戸
へ
と
至
る
、
関
東
の
水
運
の
大
動

脈
が
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
霞
ケ
浦
周

辺
の
産
物
を
江
戸
へ
送
る
輸
送
の
幹
線
ル
ー

ト
と
な
り
、
東
北
地
方
か
ら
江
戸
へ
の
物
資
輸

送
の
ル
ー
ト
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
の
土
浦
・
高
浜
・
木
原
・

麻
生
、
利
根
川
筋
の
佐
原
・
木
下
・
守
谷
・
境
、

鬼
怒
川
筋
で
は
水
海
道
・
石
下
・
宗
道
・
結
城

な
ど
、
各
河
川
筋
に
河
岸
（
か
し
＝
川
の
港
町
）

が
開
か
れ
、
水
運
と
と
も
に
栄
え
ま
し
た
。
ま

た
土
浦
・
野
田
・
銚
子
の
醤
油
、
石
岡
・
石
下
・

佐
原
の
酒
、
流
山
の
味
醂
（
み
り
ん
）
、
猿
島

の
お
茶
、
結
城
の
紬
な
ど
の
産
業
も
発
達
し
ま

し
た
。
（
「
霞
ヶ
浦
舟
運
」
等
に
つ
い
て
は
小

紙
52
号
で
詳
述
し
て
い
ま
す
） 

   

           

一
方
、
霞
ケ
浦
や
利
根
川
沿
い
の
低
湿
地
の

開
発
は
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
大
々
的
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
利
根
川
東
遷
事
業
に
伴

っ
て
、
鬼
怒
川
や
小
貝
川
下
流
域
、
新
利
根
川

の
開
削
と
そ
の
周
辺
の
新
田
開
発
な
ど
が
大

規
模
に
行
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

水
運
や
開
発
と
い
う
恩
恵
を
霞
ヶ
浦
周
辺

に
も
た
ら
し
た
利
根
川
東
遷
事
業
で
し
た
が
、

1783
（
天
明
３
）
年
の
浅
間
山
の
大
噴
火
が
、

一
つ
の
転
機
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
集
落
を
全

滅
さ
せ
る
な
ど
、
死
者
２ 

～
３
万
人
を
出
し

た
こ
の
噴
火
に
よ
る
大
量
の
火
山
灰
は
、
天
明

の
大
飢
饉
の
一
因
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
同
時
に
、
利
根
川
の
河
床
を
堆
積
に

よ
っ
て
急
激
に
上
昇
さ
せ
、
利
根
川
（
特
に
江

戸
川
分
岐
点
よ
り
上
流
）
の
水
害
を
激
化
さ
せ

る
に
至
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
幕
府
は
、

江
戸
川
へ
の
流
入
量
の
制
限
や
川
の
拡
幅
に

よ
っ
て
銚
子
方
面
へ
流
れ
る
水
の
量
を
増
や

す
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
工
事
の
結
果
と

し
て
、
今
度
は
、
霞
ヶ
浦
を
ふ
く
む
利
根
川
下

流
域
に
洪
水
を
追
い
や
り
、
水
害
を
深
刻
化
さ

せ
る
原
因
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
火
山
灰
の

河
床
へ
の
堆
積
を
招
い
て
海
水
の
流
入
を
妨

ぐ
と
と
も
に
、
河
川
改
修
に
よ
る
利
根
川
上
流

か
ら
の
堆
積
量
の
増
大
も
霞
ヶ
浦
へ
流
入
す

る
海
水
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
当
時
、
海
水
面
が
低
下
し
て
い
た

こ
と
も
、
一
層
の
淡
水
化
を
促
す
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
生
息
す
る
魚
介
類

も
海
水
か
ら
汽
水
・
淡
水
に
生
息
す
る
も
の
へ

と
変
化
し
、
漁
業
も
現
在
の
も
の
に
近
い
ワ
カ

サ
ギ
や
コ
イ
・
フ
ナ
な
ど
を
対
象
と
す
る
も
の

が
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
明
治
時
代
ま
で
、
利
根
川
の｢

主

流｣

は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
足
尾

鉱
毒
事
件
の
発
生
に
よ
っ
て
、
霞
ケ
浦
や
銚
子

方
面
を
利
根
川
主
流
と
す
る
方
針
が
明
確
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
針
は
霞
ケ
浦
の
治
水
対

策
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
昭

和
13
年
の
洪
水｣

と
い
わ
れ
る
霞
ケ
浦
の
近

代
治
水
史
上
最
悪
の
大
洪
水
や｢

昭
和
16
年

の
洪
水｣

と
い
わ
れ
る
大
規
模
洪
水
に
よ
り
、

昭
和
14
年
に
始
ま
っ
た
利
根
川
増
補
計
画
の

教
訓
と
な
り
、
の
ち
の
治
水
事
業
に
も
引
き
継

が
れ
て
い
き
ま
し
た
。（
高
21
回
卒 

松
井
泰
寿
） 
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